
ご利用になる前に必ずお読みください

　このＰＤＦファイルの内容についてのご質問・お問い合わせは株

式会社アスキー・メディアワークスでは一切お受けできません。ご

自身の責任においてご利用ください。

　この作品は、クリエイティブ・コモンズの表示-非営利-継承 2.1 日本ライセンスの下で

ライセンスされています。この使用許諾条件を見るには、

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/2.1/jp/をチェックするか、クリエイ

ティブ･コモンズに郵便にてお問い合わせください。住所は：171 Second Street, Suite 

300, San Francisco, California 94105, USA です。

　このファイルをクリエイティブ・コモンズの表示-非営利-継承 2.1 日本ライセンスに

基づいて利用する際には、下記クレジットを必ず作品や配布物に表示する必要があります。

クレジット：

●文/Ubuntu Japanese Team（吉田史、あわしろいくや、村田信人、水野源、小林準）

●イラスト/タテノカズヒロ（「studio-ggy.com」http://www.studio-ggy.com/）

●デザイン/シオズミタロウ

●初出/株式会社アスキー・メディアワークス「Ubuntu Magazine Japan vol.02」 

（http://ubuntu.asciimw.jp/）2009年11月30日発行　

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/2.1/jp/
http://www.studio-ggy.com/
http://ubuntu.asciimw.jp/
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スムーズにインストールできたら、こんどは快適
にUbuntuを楽しむためのセットアップ。日本語
入力など、今までのUbuntuとは変わったポイン
トもしっかり押さえて完璧なUbuntuライフを！

●文/Ubuntu Japanese Team
（吉田史、あわしろいくや、村田信人、水野源、小林準）
●イラスト/タテノカズヒロ



通知スペース/Notify OSD
ネットワークの状態や、音量、インプッ

トメソッドの状態など、様々な情報が通知
されるスペース。ネットワークへの接続や
切断、音量の調整などはここから行うこと
が可能だ。またBluetoothやUbuntu Oneク
ライアントの情報もここに通知される。
キーボードから音量や液晶の輝度を調整

したり、あるいはネットに接続/切断した
りといったイベントを、黒い半透明なウィ
ンドウで通知してくれるのがNotify OSDだ。
メッセンジャーやTwitterクライアントの一
部は、新着メッセージも通知する。

¡メッセージの着信やネット
ワークへの接続など、様々
なイベントを通知してくれ
る。自動的に表示され、し
ばらくすると消える。9.10
からは複数のOSDが同時に
表示されるようになった。

Notify OSD

ロ
グ
イ
ン
画
面
で
ユ
ー
ザ
を
選
択
す

る
と
き
の
ア
イ
コ
ン
は
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は

顔
の
な
い
人
形
ア
イ
コ
ン
だ
が
［
シ
ス

テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
個
人
情
報
］
で

ユ
ー
ザ
名
の
横
に
あ
る
ア
イ
コ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
デ
フ
ォ
ル
ト
で
用
意

さ
れ
て
い
る
画
像
か
ら
も
選
べ
る
ほ
か
、

好
み
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
指
定
し
て
変

更
も
で
き
る
。
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Ubuntuの
デスクトップ構成と

メニュー内容を
知っておこう!!

パネルのアプレット
パネル上に追加できる、小さなアプリケ

ーション。パネルを右クリックして「パネ
ルへ追加」を選択すると、追加配置できる。
CPUの周波数を監視するモニタや天気情報、
株価といった実用的なものから、お約束の
目玉マスコットまで、様々な機能がある。

ゴミ箱
Windowsの「ごみ箱」

と同様の機能。クリック
するとごみ箱フォルダの
中をファイルブラウザで
開き、ごみ箱に入れたフ
ァイルを取り出したり、
あるいはファイルを完全
に抹消できる。また右ク
リックでごみ箱を空にす
ることもできる。

™好みの画像に変更するなら、縦横比
率1:1のPNGかJPG画像を用意してお
くとキレイに表示される。

個人情報で変更

™複数のユーザで使う場合にはひと目
でログインユーザを見分けられて便利
だ。

ログインアイコンの変更
ロ
グ
イ
ン
画
面
の
ユ
ー
ザ
ー

ア
イ
コ
ン
を
変
え
る

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
初
期
状
態
で
は
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
に
ア
イ
コ
ン
は
置
か
れ
て
い

な
い
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
状
態
だ
（
自
分

で
ア
イ
コ
ン
を
置
く
こ
と
は
で
き
る
）。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
ホ
ー
ム
・
フ
ォ
ル
ダ
、
ゴ
ミ
箱
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
イ
コ
ン
を
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
に
置
き
た
い
人
は
、
少
し
工
夫
を
し

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の

表
示
方
法
を
変
更
す
る

ユーザの切り替え
ユーザのログアウトや別ユーザへの切り

替え、一時的なユーザであるゲストセッシ
ョンの開始などを行うためのメニュー。そ
れだけでなく、コンピュータのシャットダウ
ンや再起動、サスペンドといった終了処理
を行うこともできる。また「Empathy」イ
ンスタントメッセンジャーなどの対応アプ
リを利用している場合などは、ここからユ
ーザの在席・離席状態を変更できるように
なっている。

ワークスペース切り替え器

画面に表示されているデスクトップ全
体を「ワークスペース」と呼んでいる。こ
れを複数用意し、切り替えて仮想的に大
きな作業領域を利用できる。デフォルト
では2つのワークスペースが用意されてお
り、切り替え器をクリックすることで任
意のワークスペースに切り替えることが
できる。右クリックして「設定」を開き、
ワークスペースの数を変更することで最
大36個まで利用できる。



な
く
て
は
な
ら
な
い
。

［
Ａ
ｌ
ｔ
］
＋
［
Ｆ
２
］
キ
ー
を
押

し
て
、「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
行
」

で
「gconf-editor

」
と
入
力
し
「
設

定
エ
デ
ィ
タ
」
を
開
く
。［A

pps

］-

［nautilus

］-

［desktop

］
と
た
ど
り
、

右
ペ
イ
ン
に
表
示
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
お
こ
う

（
ゴ
ミ
箱
の
場
合
はtrash_icon_visi

ble

に
チ
ェ
ッ
ク
）。
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パネルのランチャ
アプリをすばやく起

動。好みのアプリをア
プリケーションメニュ
ーで右クリックし「こ
のランチャをパネルに
追加」で追加可能。

パネル

メイン・メニュー
Windowsで言えばスタートボタン

に相当する、もっとも基本となるメニ
ューだ。各種アプリケーションを起動
する「アプリケーション」、フォルダや
ネットワークにアクセスするための
「場所」、システムの管理や設定変更

を行うための「システム」の3つのメ
ニューから構成されている。「パネル
へ追加」で「メイン・メニュー」ア
プレットに置き換えると省スペースな
表示に変更できる（元に戻すときは
「メニュー・バー」アプレットを選択）。

画面の上下に存在するグレーの帯
状のインタフェースがパネルだ。
Ubuntuのデスクトップ機能はパネル
の上に配置された様々なアイテムによ
って構成されている。パネル上のアイ
テムは右クリックして、追加・削除・

移動ができる。パネルそのものも「新
しいパネル」で追加できる。「プロパ
ティ」では、パネルの配置の向きやサ
イズ、自動的に隠す、といった設定
も可能だ。背景に画像を選んだりな
ど、さまざまなカスタマイズができる。

ウィンドウの一覧

Windowsのタスクバーと同様、
現在開いているウィンドウを一覧
できる。ウィンドウ名が表示され
ている部分をクリックしてウィン
ドウを切り替えたり、ウィンドウ
の最小化と復帰が行える。またド
ラッグ&ドロップで順番を並び替
えることも可能だ。右クリックメ
ニューからウィンドウを違うワー
クスペースに送ることもできる。

デスクトップの表示

デスクトップに散らばるウィン
ドウをすべて片付ける機能。クリ
ックすることですべてのウィンドウ
表示が消え、デスクトップが表示
される。デスクトップにあるショー
トカットアイコンにアクセスしたい
ときに使うときなどに便利だ。す
べてのウィンドウ表示を復帰させ
たい時はもう一度クリックすれば
いい。

アプリケーション

アプリケーションのカテゴリごとに
ランチャがまとめられているメニュー。
新たに追加したアプリは自動的にカ
テゴリに分類されるため、メニュー
表示はいつもスッキリ。最下段の
「Ubuntuソフトウェアセンター」から
アプリケーションの検索、追加や削
除ができる。

場所

よく使うフォルダやファイルへのア
クセスや、ネットワークへのアクセス
に使うメニュー。ファイルブラウザで
よく使うフォルダをブックマークして
おくと、ここから開くこともできる。
「ネットワーク」を開くと、LAN内に
ある他のPCが表示され、共有フォル
ダなどにアクセスできる。

システム

「設定」はユーザ自身が変更できる
システムの設定を、「システム管理」
は管理者権限がないと変更できない
システムの設定が主にまとめられてい
る。パッケージの追加や削除ができ
る「Synapticパッケージ・マネージ
ャ」や「アップデート・マネージャ
は」「システム管理」メニューにある。 ™ゴミ箱以外のアイコンも、末尾がvisible

の項目にチェックを入れれば表示される。

デスクトップにゴミ箱



イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
向

け
ド
ラ
イ
バ
か
ら
抜
き
出
し
たｓ
ｙ
ｓ
と

ｉ
ｎ
ｆ
フ
ァ
イ
ル
を[

シ
ス
テ
ム] -[

シ
ス

テ
ム
管
理] -[W

indow
s

W
ireless

D
rivers]

を
使
っ
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

れ
ば
動
作
す
る
が
、
た
く
さ
ん
落
と
し

穴
が
あ
る
の
で
あ
ま
り
オ
ス
ス
メ
は
し

な
い
。
ま
ず
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
か
ら
こ

れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
を
探
し
出
す
段
階
で

苦
労
す
る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
か
ら
抜
き

出
し
た
ド
ラ
イ
バ
を
使
用
す
る
の
は
ラ

イ
セ
ン
ス
違
反
の
可
能
性
が
あ
る
。

有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
場
合
は
、
と
に
も
か

く
に
も
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
す
る
の
が
先

決
だ
。
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
サ
ー
バ
が
動
い
て
い

な
い
の
で
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
が
取
得
で
き

ず
、
誤
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

確
認
し
て
み
る
と
い
い
。
ま
れ
な
ケ
ー

ス
だ
が
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
用
で
き
て

も
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
用
で
き
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
も
過
去
に
存
在
し
た
。
そ
の

場
合
は
、
新
し
い
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
出
る
最
長
半
年
間
、
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
み
で
使
用
す
る
か
、
前
述
の
Ｐ

Ｐ
Ａ
で
探
し
て
み
る
と
い
い
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
定

の
デ
フ
ォ
ル
ト
は
、
ほ
か
の
Ｏ
Ｓ
と
同

じ
だ
。
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も

Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
サ
ー
バ
か
ら
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

を
取
得
す
る
。
正
し
く
ド
ラ
イ
バ
が
読

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
有
線
は
ケ
ー
ブ

ル
を
接
続
す
る
だ
け
で
い
い
。
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
（
通
常
は

ル
ー
タ
）
の
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
が
隠
さ
れ
て
い

て
も
接
続
で
き
、
暗
号
化
方
式
は
Ｗ
Ｐ

Ａ
２
ま
で
対
応
す
る
。

［
接
続
情
報
］
はN

etw
ork

M
ana

ger

ア
プ
レ
ッ
ト
を
右
ク
リ
ッ
ク
し
て
表

示
さ
せ
る
。
設
定
に
も
よ
る
が
、
ひ
と

ま
ず
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
が
１
９
２
か
、
１

７
２
で
始
ま
っ
て
い
れ
ば
正
し
く
接
続

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
い
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
し
た
い
場
合
は
、
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の[

再
読
込]

を
ク
リ
ッ
ク
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る

か
ど
う
か
を
見
る
と
い
い
だ
ろ
う
。
ル

ー
タ
側
か
ら
確
認
し
て
も
い
い
。

Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
サ
ー
バ
が
動
い
て
い
な
い
、

あ
る
い
は
い
つ
も
同
じ
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

を
取
得
し
た
い
場
合
は
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
の
手
動
設
定
を
行
う
と
い
い
。［
接
続

の
編
集
］-

［
有
線
］
あ
る
い
は
［
無

線
］-

編
集
す
る
設
定
を
選
択
し
て
［
編

集
］-

［
Ｉ
Ｐ
ｖ
４
設
定
］
タ
ブ
を
開
く
。

［
メ
ソ
ッ
ド
］
は
［
手
動
］
に
し
て
［
追

加
］
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
入
力
項
目
を
作

成
し
よ
う
。［
ア
ド
レ
ス
］［
ネ
ッ
ト
マ

ス
ク
］［
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
］［
Ｄ
Ｎ
Ｓ
サ

ー
バ
］
に
入
力
し
、［
適
用
］
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
。

た
だ
し
、
Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
サ
ー
バ
（
通
常

は
ル
ー
タ
）
自
体
が
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
ア
ド
レ

ス
と
配
布
す
る
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
ひ
も

づ
け
る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
一
般
に
は
こ
れ
を
使
っ
た
設
定
の

ほ
う
が
楽
な
場
合
が
多
い
。
検
討
し
て

み
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
は
１
年
に
２
回
の
ペ
ー

ス
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
し

い
ド
ラ
イ
バ
へ
の
対
応
も
行
わ
れ
や
す

い
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
動
か
な
い
も
の

は
動
か
な
い
。
そ
う
い
っ
た
場
合
、
ま

ず
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で

最
新
の
状
態
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
み

よ
う
。
ド
ラ
イ
バ
の
バ
グ
が
原
因
だ
っ

た
場
合
、
こ
れ
で
直
る
可
能
性
が
あ
る
。

ド
ラ
イ
バ
の
ソ
ー
ス
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

直
す
と
い
う
手
も
あ
る
。
Ｂ
ｒ
ｏ
ａ
ｄ
ｃ
ｏ

ｍ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用

し
て
い
る
場
合
は
、
端
末
か
ら

$ su
d

o
ap

t-g
et

u
p

d
ate

$
 

s
u

d
o

a
p

t-g
e

t
--re

in
s

ta
ll

in
stallb

cm
w

l-kern
el-so

u
rce

を
実
行
し
、[

シ
ス
テ
ム] -[

シ
ス
テ
ム
管

理] -[

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ]

を
起

動
す
る
。

そ
れ
で
も
だ
め
な
場
合
は
、
次
の
Ｕ

Ｒ
Ｉ
で
誰
か
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
な
い

か
調
べ
て
み
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

h
ttp

s://la
u

n
c

h
p

a
d

.n
e

t/u
b

u
n

tu
/+

p
p

as

ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は

「N
disW

rapper

」
を
使
用
す
る
か
、

動
作
す
る
こ
と
が
確
実
な
Ｕ
Ｓ
Ｂ
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
購
入
す
る
の
も

手
だ
。
少
な
く
と
も
プ
ラ
ネ
ッ
ク
ス
の

「G
W

-U
SM

icroN

」は
、Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

９
・
10
で
の
動
作
を
確
認
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
８
０
２
・
11
ｎ
で
の
接
続
は

で
き
な
い
。

N
disW

rapper
は
、「
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｇ
ｔ

ｋ
」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
す
る
こ
と
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

80

Ubuntuで
ネットワーク接続

するときの
基本知識を知ろう！

固
定
I
P
ア
ド
レ
ス
に

設
定
し
た
い
場
合
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
の

設
定
で
困
っ
た
ら

¡Network Managerアプレットを
右クリックして［ネットワークの
接続情報］を見る。IPアドレスや
接続速度、暗号化方式などが確
認できる。

接続情報

¡DHCPサーバからIPアドレ
スを自動で取得しない場合、
いつも同じIPアドレスをPC
に割り当てたい場合は

［Ipv4設定］タブで設定。

IPアドレス
の手動設定

™左から2番目のアイコンがNetwork Managerア
プレット。パネルの通知スペースにある。

Network Manager

™IPアドレスやIEEE802.11nで接続され
ているかなどは、ルータの管理画面から
も確認できるので活用しよう。

ルータで状態表示

™NdisWrapperのGUIフロントエンド。一
見正常に動作するように見えるが……？

Ndisgtk

™

一
部
の
イ
ン
テ
ル
内
蔵
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
モ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
接
続
速
度
が「
不
明
」と
表
示
さ
れ
る
。

接続速度不明

有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
え
な
い

と
い
う
と
き
は

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ダ
プ
タ
が

認
識
さ
れ
な
い
と
き
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続

キ
ソ
の
キ
ソ



無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が

使
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
れ
ば
、

通
知
ス
ペ
ー
ス
に
ア
ン
テ
ナ
ア
イ
コ
ン

が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
。
接
続
し
た
い
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
パ
ス
ワ
ー
ド
（
事
前
共

有
鍵
あ
る
い
は
プ
レ
シ
ェ
ア
ー
ド
・
キ

ー
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
入
力
ダ
イ
ア
ロ

グ
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
入
力
す
る
。

そ
の
次
は
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
す
る

際
に
入
力
す
る
キ
ー
リ
ン
グ
の
パ
ス
ワ

ー
ド
を
入
力
す
る
ダ
イ
ア
ロ
グ
に
な
る
。

任
意
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
、[

生

成
す
る]

を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
入
力
し

た
項
目
が
正
し
け
れ
ば
、
ア
ン
テ
ナ
の

ア
イ
コ
ン
が
ク
ル
ク
ル
と
回
転
し
始
め
、

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
接
続
す
る
。

い
っ
た
ん
接
続
が
成
功
す
れ
ば
、
次
回

か
ら
は
自
動
で
接
続
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を

隠
す
設
定
に
し
て
い
る
場
合
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｉ
Ｄ
一
覧
の
下
に
あ
る
［
ス
テ
ル
ス
モ

ー
ド
の
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
］

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

そ
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
と
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
方
式
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
よ

う
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
含
め
た
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
Ａ
Ｏ

Ｓ
Ｓ(A

irStation
O

ne-T
ouch

Sec
ure

System
)

や
Ｗ
Ｐ
Ｓ(W

i-FiProte
cted

Setup)

と
い
っ
た
、
セ
キ
ュ
ア
な

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
定
を
簡
単
に
行
う
し
く

み
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。
手
動
で
設

定
す
る
必
要
が
あ
る
。
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Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
が
表
示
か

非
表
示
か
で
変
わ
る

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
て
み
よ
う

£無線LANアダプタが利用できる場合は、自
動的にアクセスポイントのSSIDが表示され
ている。

SSIDがリストに
表示されている

£無線セキュリティ（アク
セスポイントの暗号化方式）
とパスワードを入力。パス
ワードは通常長く設定する
ので、●でマスクされると
見づらい。[パスワードを表
示]にチェックをつけると、
平文で表示されるので、周
囲に気をつけて入力する。

ネットワーク認証を設定

£［システム］-［設定］-
［ネットワーク接続］か、通
知スペースのNetworkMa
nagerアイコンを右クリッ
クして「接続の編集」を選
択すると、後から接続設定
の変更などが行える。

接続設定を変更するときは

™接続すると、携帯電話の電波アイコンのような表示に変わる。

無線LANが利用できるようになった

£キーリングは、ログイン
時に毎回聞かれるようにな
る。任意のパスワードを入
力して、そのまま待てば、
無線LANに接続するはずだ。

キーリングの生成

£接続しようとしているア
クセスポイントがSSIDを隠
す設定の場合は、通知スペ
ースのアイコンをクリックし
て「ステルスモードの無線
ネットワークに接続」を選
ぶ。SSIDを指定できるよ
うになる。

ステルスモードの無線LANの場合

キーリングは、ログイン時に毎回聞かれ
るようになる。これをわずらわしく感じる
場合は省略できる。通知スペースのアイコ
ンをクリックして[接続の編集]-[無線]タブ-
設定を選択して[編集]-[すべてのユーザで
有効]のチェックボックスにチェックを入れ
ればいい。

キーリングの入力が
わずらわしい場合

!

無線ＬＡＮへの自動接続をやめる場合は、
ネットワーク接続の［編集］にある［自動的に
接続する］のチェックボックスからチェックを
外す。

自動接続をやめて
手動で接続する場合

!



で
は
早
速
接
続
方
法
を
…
…
と
行
き

た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
実
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

標
準
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
で
あ
る
「N

etw
orkM

anager

」

で
は
日
本
の
３
Ｇ
モ
デ
ム
を
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
見
か
け
上
の
設
定

だ
け
は
で
き
る
の
だ
が
、
実
際
に
接
続

し
よ
う
と
す
る
と
上
手
く
接
続
で
き
な

い
の
だ
。

そ
こ
で
、
日
本
国
内
で
３
Ｇ
モ
デ
ム

を
利
用
す
る
場
合
、「G

N
O

M
E

-PPP

」

と
い
う
ソ
フ
ト
を
追
加
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
て
使
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
最
大

の
コ
ツ
だ
。
た
だ
し
、
シ
ャ
ー
プ
の
ネ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
カ
ー
で
は
専
用
パ
ッ
チ
や
対

応
ツ
ー
ル
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
各
種

Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
３
Ｇ

モ
デ
ム
をN

etw
orkM

anager

か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
使
う
場
合
は
、
シ
ャ

ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.sharp.co.jp/support/m
it/index.

htm
l

）
で
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
う
。

そ
れ
で
は
実
際
に
必
要
な
設
定
を
行

お
う
。
最
初
に
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ

ス
テ
ム
管
理
］-

［
ユ
ー
ザ
と
グ
ル
ー
プ
］

を
選
択
し
よ
う
。
左
の
『
ユ
ー
ザ
設
定
』

と
同
じ
よ
う
な
画
面
が
表
示
さ
れ
る
は

ず
だ
。

ウ
イ
ン
ド
ウ
の
下
に
あ
る
「
ク
リ
ッ

ク
し
て
変
更
可
能
に
」
と
い
う
表
示
の

あ
る
、
鍵
の
ア
イ
コ
ン
ボ
タ
ン
（
正
方

形
）
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
パ
ス
ワ
ー

ド
入
力
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
な
の
で
、

自
分
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
次
に

進
も
う
。
な
お
、
こ
こ
で
「
シ
ス
テ
ム

の
ポ
リ
シ
ー
を
有
効
に
す
る
と
シ
ス
テ

ム
設
定
を
変
更
で
き
な
く
な
り
ま
す
」

と
い
う
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
る
が
、
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
が
配
信
さ

れ
れ
ば
直
る
は
ず
だ
。

次
に
、「
自
分
の
ユ
ー
ザ
名
」
を
選

択
し
て
［
プ
ロ
パ
テ
ィ
］
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
よ
う
。［
○
○
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
］

と
い
う
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
る
は

ず
だ
。
こ
の
中
に
［
モ
デ
ム
を
使
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
］
と

い
う
行
が
あ
る
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て

［
Ｏ
Ｋ
］
し
よ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
設
定
が
必
要
だ
。

今
度
は
［
ア
ク
セ
サ
リ
］-

［
端
末
］
と

辿
っ
て
、
端
末
を
起
動
し
よ
う
。
Ｐ
Ｐ

Ｐ
接
続
を
す
る
に
は
特
定
の
フ
ァ
イ
ル

に
書
き
込
み
権
限
が
必
要
な
の
で
、

「sudo
chow

n
root:dip

/etc/ppp/p
ap-secrets

」と
入
力
し
て［
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
］

を
押
し
（
実
行
）、
つ
づ
け
て
「sudo

chm
od

660 /etc/ppp/pap-secrets

」

も
実
行
し
よ
う
。

82

最
近
の
Ｐ
Ｃ
売
り
場
で
は
、
イ
ー
・

モ
バ
イ
ル
やW

ILLC
O

M
C

O
RE

3G

な

ど
の
３
Ｇ
モ
デ
ム
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
が
売
ら
れ
て
い
る
。
読

者
の
中
に
も
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ

プ
の
３
Ｇ
モ
デ
ム
を
持
っ
て
い
る
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
モ
バ
イ
ル
で
利

用
す
る
た
め
に
３
Ｇ
モ
デ
ム
の
購
入
を

検
討
し
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
も
ち
ろ
ん
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
も
こ
う

し
た
モ
デ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
コ
ツ
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
設
定

も
難
し
く
な
い
。

接
続
し
て
ち
ょ
ち
ょ
っ
と
操
作
を
す

れ
ば
す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
た
状
態
に
な
る
の
で
、
出
先
や
新
幹

線
の
中
で
ブ
ラ
ウ
ザ
や
メ
ー
ラ
ー
を
利

用
で
き
る
ぞ
。
な
お
、
機
種
ご
と
に
微

妙
に
接
続
方
法
が
違
う
。
購
入
前
に
情

報
収
集
し
て
お
こ
う
。

モバイルで使う！
3Gモデムで

インターネットに
接続するには

Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ

の
モ
デ
ム
で
モ
バ
イ
ル
！

3
Ｇ
回
線
用

Ｕ
Ｓ
Ｂ
モ
デ
ム
を
利
用
す
る

標
準
の
ツ
ー
ル
で
は

３
Ｇ
モ
デ
ム
が
動
か
な
い
!?

N
e
tw

o
rk

M
a
n
a
g
e
r

は
使
え
な
い
？

N
etw

orkM
anager

の
問
題
を
避
け

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
す
る
の
に
使

う
の
が
「G

N
O

M
E

-PPP

」
と
い
う
ソ

フ
ト
だ
。
ま
ず
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
た

め
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
セ
ン
タ
ー

（［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
］-

［G
N

O
M

E
PPP

］）
やSynaptic

（「gnom
e-ppp

」

で
検
索
）
を
起
動
し
て
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
を
行
お
う
。
ち
な
み
に
「PPP

」
は

「
ポ
イ
ン
ト
ト
ゥ
ー
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ト
コ

ル
」
の
略
で
、「
二
点
間
接
続
の
た
め

の
手
順
」
と
い
っ
た
意
味
だ
。
ユ
ー
ザ

と
し
て
使
う
場
合
は
、「
電
話
回
線
を
通

じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
す
る
に
は

Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
必
要
」
だ
と
思
っ
て
お
け
ば

Ｏ
Ｋ
。

G
N

O
M

E
-P

P
P

を
使
う
場
合
、
単

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
だ
け
で
はroot

ユ

ー
ザ
ー
に
し
か
使
え
な
い
。「gksu

gn
om

e-ppp
」
な
ど
と
し
て
起
動
す
れ
ば

O
K

だ
が
、
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
起
動
す
る
と

う
ま
く
動
か
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
面

倒
な
の
で
、
以
下
で
紹
介
す
る
設
定
を

行
っ
て
お
こ
う
。

Ｇ
Ｕ
Ｉ
で
利
用
で
き
る

別
の
通
信
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

G
N
O
M
E
-P

P
P

を
使
っ
て
接
続
!!

ユ
ー
ザ
の
権
限
を

変
更
し
て
お
こ
う

事
前
に
必
要
な

設
定
を
行
っ
て
お
く

™こんな感じで設定できるが、モデムがうまく
動かないので接続はできない。残念！

設定はあるのに……

™NetworkManagerの代わりに使うGNOME
PPP。電話のマークが目印だ！

GNOME PPPを使え！

™画面のように［モデムを使って……］
にチェックを入れよう。

ユーザの設定画面

™ユーザの設定や追加をするための画面。
普段使いのユーザを選択して、［プロパテ
ィ］をクリック！

［ユーザ設定］ウィンドウ

™上のように端末でコマンドを実行しておこう。

端末でも設定が必要



W
ILLC

O
M

C
O

RE
3G

は
、
ウ
ィ

ル
コ
ム
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
回
線
網
を

借
用
し
て
提
供
す
る
３
Ｇ
デ
ー
タ
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
一
種
で
、
本
家
の
ド
コ
モ

の
通
信
カ
ー
ド
類
よ
り
も
安
い
価
格
や

豊
富
な
デ
ー
タ
通
信
カ
ー
ド
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
が
魅
力
だ
。

Ｈ
Ｘ
０
０
３
Ｚ
Ｔ
は
、
Ｚ
Ｔ
Ｅ
社
製

の
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
　
３
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
向
け
Ｕ

Ｓ
Ｂ
モ
デ
ム
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
コ
ネ
ク
タ
を

折
り
た
た
ん
で
気
軽
に
持
ち
歩
け
、
最

大
7.2
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
で
接
続
で
き
る
。
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
な
ど
の
環
境
向
け
の
仮
想
Ｃ

Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
機
能
が
つ
い
て
い

て
接
続
に
は
少
し
ジ
ャ
マ
だ
が
、
以
下

の
手
順
な
ら
大
丈
夫
。
３
回
目
の
接
続

以
降
は
い
つ
で
も
サ
ク
サ
ク
接
続
し
て

利
用
で
き
る
ぞ
。
こ
れ
か
ら
通
信
カ
ー

ド
を
入
手
す
る
な
ら
オ
ス
ス
メ
だ
。
手

順
は
「
モ
デ
ム
の
接
続
」→

「G
N

O
M

E
-P

P
P

の
設
定
」→

「
お
ま
じ
な
い
」

で
進
め
る
。「
お
ま
じ
な
い
」
は
３
回
目

か
ら
は
不
要
に
な
る
ぞ
。
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直販価格　2万2680円（新規契約）

WILLCOM CORE 3Gサービスを利用で
きるUSBモデムのひとつ。ちょっとクセが
あるが、接続はサクサク！

Ｈ
Ｘ
０
０
３
Ｚ
Ｔ
を
使
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

Model Case

1HX003ZT
●ウィルコム / ZTE
●http://www.willcom-
inc.com/ja/lineup/hx/003zt/
index.html

£2回目に接続する時は、Init 2:欄に
「ATZ」をセットしよう。セットしたら
ウインドウを閉じてOKだ。ちなみに、1
回目の文字列はSTEP7の「おまじない」
を不要にする効果がある。

ATコマンドを入力
（2回目の接続時）

™まずはHX003ZTを本体のUSBポートに
接続しよう。接続した状態で［アクセサ
リ］-［端末］を開いて「dmesg」を実行
すると、画面のような文字が出てくるはず
だ。端末は開いたままにしよう。

USBモデムを本体に接続する

™ここまでで設定準備はOK。STEP 01で開
いたままにした端末に、「sudo eject /dev/sr1」
と入力する。パスワードプロンプトが表示さ

れるので、自分のパスワードを入力しよう。
なお、パスワード入力時は入力した文字が
表示されないので注意。

「おまじない」をして「Connect」

£「Init Strings」というウインドウが
開くので、ここの最初の行、Init 2:欄
をクリック。そして「AT+ZCDRUN=8」
と入力して［Enter］キーを押そう。セ
ットしたらウインドウを閉じてOKだ。

ATコマンドを入力する（1回目の接続時）

£［インターネット］-［GNOM
E PPP］からGNOME-PPPを
起動しよう。Username:欄と
Password:欄には「wcm」と、
Phone number:欄には「*99#」
を入力したら［Setup］ボタンだ。

GNOME-PPPを起動する

£GNOME-PPPの［Options］タブで、
画面の通りにオプションをチェックし
ておこう。設定したら［Close］だ。

GNOME-PPPの
オプション指定

£設定画面が開いたら、Device:欄に「/dev/ttyUSB2」
と入力しよう。入力したら［Init Strings...］ボタン
を押してさらに設定画面を開こう。

GNOME-PPPに
モデムの場所を入力する

£あとは［Connect］で接続可能だ。
STEP6の「おまじない」は1回目に
だけ必要だ。2回目はSTEP 04の設
定だけを済ませて、いきなり［Con
nect］してOKだぞ。3回目からは
STEP1でUSBモデムを挿したら、い
きなり［Connect］で接続してOKだ。

接続完了！



こ
の
方
法
は
「
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
を

接
続
」→

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
側
でΩ

接

続≈

」
と
い
う
、
非
常
に
簡
単
な
手
順
。

N
etw

orkM
anager

で
も
簡
単
に
接
続

で
き
て
オ
ス
ス
メ
な
の
だ
が
、
注
意
点

が
あ
る
。

注
意
の
ひ
と
つ
は
、「
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ

ル
で
本
体
と
接
続
し
た
ら
、
必
ず
S
T

E
P
01
の
画
像
が
表
示
さ
れ
て
か
ら
、

２
秒
ほ
ど
待
つ
」
と
い
う
こ
と
だ
。
Ｕ

Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
し
、
ア
イ
コ
ン

が
表
示
さ
れ
た
直
後
にΩ

接
続≈

し
て
も

う
ま
く
動
作
し
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
注
意
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
側
で
メ
ー
ル
の
自
動
受
信
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
た
り
、
激
し
く
メ
モ
リ

を
利
用
す
る
ア
プ
リ
が
動
い
て
い
る
と
、

接
続
が
不
安
定
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

こ
と
だ
。
念
の
た
め
、
余
計
な
ア
プ
リ

は
終
了
し
て
お
く
と
安
全
だ
。

こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
共

有
」（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｃ
社
製
の

W
indow

s
M

obile

搭
載
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
共
通
の
機
能
だ
。
な
の
で
、
こ

れ
ら
の
手
順
は
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
の
Ｈ

Ｔ
Ｃ
製
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
す
べ
て

共
通
で
利
用
で
き
る
。Touch

D
iam

o
nd

な
ど
の
人
気
機
種
で
も
Ｏ
Ｋ
だ
。

ま
た
、ド
コ
モ・ａ
ｕ
な
ど
の
Ｈ
Ｔ
Ｃ
製

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
た
い
て
い
利
用

可
能
だ
っ
た
り
す
る
が
、ａ
ｕ
の
場
合
は

料
金
が
青
天
井
な
こ
と
、ド
コ
モ
の
場
合

は
ポ
ー
ト
制
限
が
あ
る
こ
と
に
注
意
だ
。

84

「
３
Ｇ
回
線
に
接
続
で
き
る
」
こ
と
だ

け
を
目
指
す
場
合
、
３
Ｇ
モ
デ
ム
だ
け

で
な
く
、
３
Ｇ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も

選
択
肢
に
入
っ
て
く
る
。
今
回
は
イ

ー
・
モ
バ
イ
ル
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｅ

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
を
使
っ
て
接
続
し
て

み
よ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
、
店
頭
で
１
円
ケ
ー
タ
イ
と
し

て
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
で
は
か
な
り
狙

い
目
の
モ
デ
ル
だ
。
後
述
の
通
り
、
Ｈ

Ｔ
Ｃ
製
の
機
種
で
あ
れ
ば
「T

ouch
D

iam
ond

」
な
ど
、
他
の
機
種
で
も
同

じ
手
順
で
接
続
で
き
る
ぞ
。

準
備
す
る
も
の
は
た
だ
ひ
と
つ
、
Ｐ

Ｃ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
接
続
す
る
Ｕ

Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
を
１
本
だ
け
だ
。
付
属

品
を
探
せ
ば
１
本
は
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
共
有
」
を
利

用
す
る
方
法
は
簡
単
で
「G

N
O

M
E

-
PPP

」
を
使
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
側
で
は
一
切
操
作
し
な
く
て
も
Ｏ

Ｋ
な
の
で
、
超
オ
ス
ス
メ
だ
。

直販価格5580円
（長期契約割引、新にねん、アシスト1600利用時）

Windows Mobile 6を搭載したスマー
トフォン。長期にわたり人気を博して
いるモデルだ。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
！

Model Case

2EMONSTER（S11HT）
●イー・モバイル/HTC
●http://emobile.jp/products/
ht/s11ht/

™準備したUSBケーブル（Type A＝Mini B）のケーブルの
MiniB側をEMONSTERの下部にあるコネクタに挿し、PC
と接続しよう。上記のような「接続を確立しました」とい
うメッセージが自動的に表示されるはずだ。

USBケーブルでPCと本体を接続

™しばらく待ったら、デスクトップ上に「Auto eth2」
というデバイスが追加で認識されたことが表示される。
これが出たらインターネットに接続できるようになっ
ているはずだ。

念のため認識をチェック・その2

™あとは待っていれば自動的に接続が行われるのだが、
念のためNetworkManagerのアイコンをクリックして、
「HTC Generic RNDIS」というネットワークデバイス
が認識されていることをチェックしておこう。

念のため認識をチェック・その1

£ここからはEMONSTER側の操作だ。「Today」画面
を操作してLauncherを表示させ、そこから「Comm
Manager」を呼び出す。［プログラム］-［Comm
Manager］でもＯＫだ。

「CommManager」を
起動する

£これが「CommManager」の画面だ。この中で右下
にある、「インターネット共有」のアイコンをタップし
よう。しばらく待てば次の画面になるぞ。

「インターネット共有」を
タップ

£「インターネット共有」の画面で、左下に表
示されている［接続］をタップしよう。ソフト
キーの左を押してもＯＫだ。うまく認識されて
いれば、［USBケーブル接続の確認］-［接続完
了］という風に表示が変わるはずだ。［接続完
了］になればもうOKだが、念のため残りの確認
もしておこう。

左下の「接続」をタップ

接
続
が

う
ま
く
行
か
な
い

場
合
は
？

?
他
の
機
種
で

使
え
る
？

?



Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
は
超
高
速
の
モ
バ
イ
ル

回
線
な
の
で
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
使
え
た

ら
超
便
利
、
と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

が
、
今
の
と
こ
ろ
は
「
全
然
ダ
メ
」
と

い
う
の
が
結
論
だ
。

Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
の
日
本
で
の

展
開
は
Ｕ
Ｑ
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
が
行
っ
て
い

る
が
、
今
の
時
点
で
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

使
っ
て
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
接
続
す
る
正
規

の
方
法
は
存
在
し
な
い
。
通
信
デ
バ
イ

ス
と
し
て
の
認
識
に
加
え
て
、「
そ
の
接

続
の
妥
当
性
」（
お
金
を
払
っ
た
契
約

者
か
ど
う
か
）
を
検
証
す
る
た
め
の
処

理
が
必
要
な
の
だ
が
、
こ
れ
の
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
用
が
存
在
し
な
い
か
ら
だ
。
で
、

こ
の
部
分
を
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
し
て
誰
か
が
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を

書
け
ば
接
続
可
能
な
の
だ
が
、
そ
れ
も

結
局
は
グ
レ
ー
、
と
い
う
状
態
だ
。
た

だ
、
ま
っ
た
く
希
望
が
な
い
っ
て
こ
と

で
は
な
い
。

少
な
く
と
も
内
蔵
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
カ
ー

ド
（
イ
ン
テ
ル
製
品
の
５
ｘ
５
０
シ
リ

ー
ズ
）
は
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
用
ド
ラ
イ
バ
が
す

で
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
し
、
９
・
10

で
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
も
入
っ
て
い
る
。

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
な
い
の
で
結
局
は

接
続
で
き
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も

「
ま
る
で
ダ
メ
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、「
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
対
応
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
」
の
一
部
で
は
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ

が
動
作
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
動
い

て
い
る
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
公
開
さ
れ

れ
ば
あ
る
い
は
、
っ
て
な
感
じ
な
の
だ
。
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イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
が
提
供
す
る
、
下

り
21
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
の
高
速
モ
バ
イ
ル
を
実
現

す
る
３
Ｇ
モ
デ
ム
が
「
Ｄ
31
Ｈ
Ｗ
」
だ
。

上
り
こ
そ
5.8
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
と
対
称
で
は
な

い
の
が
ネ
ッ
ク
だ
が
、
モ
バ
イ
ル
環
境

で
は
超
高
速
な
接
続
性
を
提
供
す
る
も

の
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

で
利
用
可
能
な
の
だ
が
、
ゼ
ロ
イ
ン
ス

ト
ー
ル
部
分
が
ア
ダ
に
な
っ
て
、
９
・

10
以
降
で
な
い
と
う
ま
く
認
識
で
き
な

い
ぞ
（
認
識
さ
せ
る
方
法
は
あ
る
の
だ

が
、
結
構
め
ん
ど
う
だ
）。

こ
の
モ
デ
ム
を
使
う
場
合
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ

ｔ
ｕ
９
・
10
に
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
だ
。

ま
た
、
内
蔵
の
ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
Ｓ
Ｄ
ス
ロ

ッ
ト
に
装
着
し
た
メ
モ
リ
は
残
念
な
が

ら
読
み
込
み
専
用
で
、
ご
く
普
通
の
モ

デ
ム
と
し
て
使
う
し
か
な
い
。
微
妙
な

制
限
で
は
あ
る
が
、
モ
デ
ム
と
し
て
使

う
ぶ
ん
に
は
問
題
な
い
の
で
こ
こ
は
ス

ル
ー
し
て
お
こ
う
。
モ
バ
イ
ル
と
は
思
え

な
い
広
帯
域
が
利
用
で
き
て
オ
ス
ス
メ

な
の
だ
。

モ
バ
イ
ル
と
は
思
え
な
い

広
帯
域
を
使
っ
ち
ゃ
お
う

Model Case

3D31HW
●イー・モバイル/
Huawei Technologies

●http://emobile.jp/products/
hw/d31hw/

£設定が終わったら［Close］して、［Connect］ボ
タンを押せばＯＫ。すぐに接続できるはずだ。次回
以降はGNOME-PPPを起動したら、いきなり［Con
nect］してＯＫだぞ。つながらない場合は82ページ
のユーザ権限の設定を見直そう。

Optionsの設定

£セットアップ画面に入ったら、Deviceとして
「/dev/ttyUSB0」をセットしよう。他の部分の設定
はそのまま触れずにおいて、 入力し終わったら

［Options］ボタンを押そう。HX003ZTの場合と違
って、「Init strings」の設定は不要なのだ。

モデムの設定

£D31HWを接続すると、 Networ
kManagerに「新しいモバイルブロー
ドバンド接続」なんてメニューが表
示される。が、ここから設定するの
は今のところ無駄だ。 代わりに、
GNOME-PPPを起動しよう。

NetworkManagerは使わない

£Username・Passwordとも
に「em」として、「*99***1#」
をセット。「Remember pass-
word」にもチェックをいれてお
こう。そこまで準備ができたら

［Setup］をクリックだ。

GNOME-PPPを起動しよう

３
Ｇ
モ
デ
ム
で
の
設
定
は
い
ろ
い
ろ
覚

え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
な
ん
か
接
続

す
る
の
め
ん
ど
く
さ
い
！
　
と
思
う
か

も
。
そ
ん
な
場
合
は
、
モ
バ
イ
ル
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
を
使
っ
て
み
よ
う
。
Ｕ

ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
も
サ
ク
っ
と
つ
な
が
る
ぞ
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
も
無
問
題
！

か
な
り
快
適
な
の
だ
！

モ
バ
イ
ル
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ル
ー
タ
っ
て

ど
う
な
の
？

?

Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
の

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

対
応
っ
て
ど
ー
な
る
の
？

?

バッテリ駆動が魅力
Coviaモバイルルーター CMR-250
●コヴィア・ネットワークス
●http://www.covia.net/main/product-cmr
250.html

実売価格
1万5000円前後

¡イー・モバイル製モデム
を接続して無線でインタ
ーネット接続を提供でき
るモバイルルータ。

注目の最新モデル
D25HW/Pocket Wifi
●イー・モバイル/Huawei Technologies
●http://emobile.jp/products/hw/d25hw/

直販価格5980円
（長期契約割引、にねんM）

¡イー・モバイル期待の新機種。
ＵＳＢモデムとしても、バッテリ
内蔵無線ＬＡＮルータとしても
利用できるステキな一品だ。

期
待
は
で
き
そ
う
だ
け
ど

今
は
ま
だ
無
理

直販価格8380円
（長期契約割引、にねんM）
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外
出
先
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経

由
し
て
自
宅
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
し
た
い
。

そ
ん
な
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組

み
が
、V

irtual
P
rivate

N
etw

ork

（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
）
だ
。
通
常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
の
上
に
仮
想
的
な
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
も
の
と
言
え

る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
は
Ｖ
Ｐ
Ｎ
プ
ラ
グ

イ
ン
を
追
加
す
れ
ば
、
パ
ネ
ル
上
の

「N
etw

ork
M
anager

」
ア
プ
レ
ッ
ト

か
ら
、
簡
単
に
Ｖ
Ｐ
Ｎ
に
接
続
で
き
る
。

VPN接続のプラグイン

VPNで
プライベート

ネットワークに
接続する

Ｖ
Ｐ
Ｎ
プ
ラ
グ
イ
ン
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る

●PPTP VPN
Connection Manager

●VPN Connection
Manager(vpnc)

●VPN Connection
Manager(OpenVPN)

¡「Ubuntuソフトウェア・センター」
を開き、「vpn」で検索してみよう。
上段で紹介した3つのプラグインは、
それぞれが「PPTP」「vpnc」「Open
VPN」の各VPN接続タイプに対応
している。この例ではPPTPを使用
するため、PPTP VPN Connection
Managerをインストールしよう。も
ちろん全部をインストールしてしま
ってもかまわない。

VPNプラグインのインストール

¡プラグインのインストー
ル が 完 了 し た ら 、
Network Managerアプ
レットをクリックして

［VPN接続］-［VPNの
設定］をクリックしよう

（プラグインをインストー
ルしていないと、［VPN
の設定］は選択できない）。

VPN接続を新規に追加する

¡ネットワーク接続ダイアログのVPNタ
ブが開くので、「追加」をクリックして
新規にVPN接続を追加しよう。

VPN接続を新規に追加する

¡設定が完了したら、Network
Managerアプレットから「V
PN接続」を選択しよう。今追
加した接続設定がリストアッ
プされており、選択できるよ
うになっているはずだ。当然
だがネットワークに接続され
ていないとVPNは選択できな
いので注意。

VPNに接続する

™VPNの接続タイプを選択するダイアログが表示される。ここでは、
追加したプラグインのPPTPを選択しよう。

VPN接続を新規に追加する

™Network Managerのアイコンに南京錠マークがついたら接続は成功だ。
VPNが有効になり、インターネット経由でLANに参加できる。

VPNに接続できた

£接続タイプを決定したら、接続先や認証情報を
設定するダイアログが表示される。接続先のアド
レス、認証用のユーザ名とパスワードを入力しよ
う。

接続先の情報を
入力する

£続いて「Advanced」ボタンをクリックし、使用する認証
方式と暗号化方式を選択しよう。特に「Use Point-to-Point
encryption」にはデフォルトでチェックが入っていないので、
必ずチェックを入れておこう。設定が終わったら「閉じる」
で終了。

認証・暗号方式を
選択する



Ｌ
Ａ
Ｎ
内
の
他
の
Ｐ
Ｃ
と
フ
ァ
イ
ル

を
や
り
と
り
す
る
に
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
共
有（
Ｓ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
）を
使
う
の
が
簡
単

だ
。
こ
の
方
法
を
使
え
ば
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
内

の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
マ
シ
ン
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
は
、
フ
ァ

イ
ル
を
公
開
す
る
側
（
接
続
さ
れ
る
側
）

の
設
定
を
し
て
い
こ
う
。
ホ
ー
ム
フ
ォ

ル
ダ
内
に「
公
開
」と
い
う
フ
ォ
ル
ダ
が

あ
る
の
で
、
こ
の
フ
ォ
ル
ダ
を
右
ク
リ

ッ
ク
し
て
［
共
有
の
オ
プ
シ
ョ
ン
］
を

ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
共
有
の
設
定
画
面

が
表
示
さ
れ
る
の
で
、［
こ
の
フ
ォ
ル
ダ

ー
を
共
有
す
る
］に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
。

す
る
と
、
は
じ
め
て
設
定
す
る
場
合
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
求
め
ら

れ
る
の
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。
続
い

て
、セ
ッ
シ
ョ
ン
の
リ
ス
タ
ー
ト
を
行
う

と
共
有
の
設
定
画
面
に
戻
る
の
で
、
ア

ク
セ
ス
の
許
可
を
設
定
し
よ
う
。
ゲ
ス

ト
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
許
可
し
て
し
ま

う
と
パ
ス
ワ
ー
ド
な
し
で
接
続
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
た
い
。

画
面
左
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
メ
ニ

ュ
ー
か
ら
［
場
所
］-

［
サ
ー
バ
へ
接
続
］

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。「
サ
ー
バ
の
種
類
」

を
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
共
有
」
に
変
更
し

て
、「
サ
ー
バ
名
」
に
は
接
続
先
の
Ｉ
Ｐ

ア
ド
レ
ス
か
ホ
ス
ト
名
を
入
力
し
よ
う
。

「
共
有
す
る
場
所
」
に
「
公
開
」
と
入

力
し
て
「
接
続
」
を
ク
リ
ッ
ク
。
こ
の

際
に
、「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
追
加
す
る
」

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
お
く
と
、
フ
ァ

イ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
る
。
公
開
側
設
定
で
「
ゲ
ス
ト
に

よ
る
ア
ク
セ
ス
」
を
許
可
し
た
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
接
続
さ
れ
る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
で
ユ
ー
ザ
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
求
め

ら
れ
た
場
合
は
ユ
ー
ザ
名
を
「guest

」、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
空
欄
に
し
て
接
続
し
よ

う
。
公
開
側
で
「
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ア
ク

セ
ス
」
を
許
可
し
な
か
っ
た
場
合
は

「
公
開
側
の
」
ユ
ー
ザ
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
入
力
し
て
接
続
し
よ
う
。
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LAN内の
ほかのPCと
ファイルを

やりとりしよう！

ま
ず
は
公
開
す
る
側
の

設
定
を
し
よ
う

公
開
し
た
マ
シ
ン
に

接
続
し
て
み
よ
う

™必要なパッケージが自動でダウ
ンロードされ、その後インストー
ルされる。

ダウンロード

™すると、必要なサービス
がインストールされていない
と い う 警 告 が で る の で 、

「Install service」をクリッ
クする。

必要なサービスのインストール

™STEP06で他人がフォルダ内を
変更できるように設定したら、こ
のような画面が出る。「自動的に
パーミッションを付加する」を選
択しよう。

パーミッションの付加

™フォルダ共有の設定画面で、「この
フォルダーを共有する」にチェックを
入れよう。

共有を有効にしよう

™2つ目のチェックは、他人がフォル
ダ内を変更できるかどうか、3つ目の
チェックはパスワードが必要かの設定。

共有の設定

™共有を有効にするために
セッションのリスタートを
求められる。ログアウトが
必 要 な わ け で は な く 、

「Restart session」をクリ
ックすると、一瞬で終わ
るぞ。

セッションのリスタート

™これで設定完了だ。フォルダには共
有が有効になっていることを示すエン
ブレムが付くぞ。

設定完了

™ホームフォルダ内の「公開」フォル
ダを右クリックして、「共有のオプシ
ョン」をクリックする。

「公開」フォルダを共有する

™パスワードを求められたら「公開側の」ユー
ザ名とパスワードを入力。

ユーザ名、パスワードの入力

¢

画
面
左
上
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
場
所
」→

「
サ

ー
バ
へ
接
続
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。

サーバへ接続を開く

™これで、LAN内のパソコンの公開フォルダにアクセスで
きるようになった。

接続完了

¢

「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
追
加
」
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
次
回
以
降
ク
リ
ッ
ク
一
発
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。

ブックマークを活用

¢

サ
ー
バ
の
種
類
を
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
共
有
」

に
変
更
し
て
接
続
先
の
情
報
を
入
力
。

接続先の設定



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変

更
し
た
り
、
ユ
ー
ザ
の
権
限
を
修
正
し

た
り
す
る
場
合
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ

ス
テ
ム
管
理
］-

［
ユ
ー
ザ
と
グ
ル
ー
プ
］

を
使
お
う
。
こ
こ
か
ら
「
ユ
ー
ザ
設
定
」

ウ
イ
ン
ド
ウ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
ぞ
。

パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、

「
ユ
ー
ザ
設
定
」
ウ
イ
ン
ド
ウ
で
表
示
さ

れ
る
ユ
ー
ザ
一
覧
の
中
か
ら
自
分
の
ユ

ー
ザ
名
を
選
ん
で
、［
プ
ロ
パ
テ
ィ
］
ボ

タ
ン
を
押
そ
う
。
ユ
ー
ザ
の
プ
ロ
パ
テ

ィ
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
画
面
で

「
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
」
を
ク
リ
ッ
ク
す

れ
ば
パ
ス
ワ
ー
ド
が
変
更
可
能
だ
。

パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
ウ
イ
ン
ド
ウ
で

は
、
最
初
に
「
今
使
っ
て
い
る
パ
ス
ワ

ー
ド
」
を
入
力
し
て
か
ら
、
新
し
い
パ

ス
ワ
ー
ド
を
２
回
入
力
し
て
「
パ
ス
ワ

ー
ド
の
変
更
」
ボ
タ
ン
を
押
す
。
こ
れ

で
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
が
完
了
だ
。

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
で
き
る
各

種
デ
バ
イ
ス
の
制
限
も
こ
こ
か
ら
設
定

で
き
る
。
設
定
し
た
い
場
合
、「
ユ
ー
ザ

設
定
」
画
面
で
［
ク
リ
ッ
ク
し
て
変
更

可
能
に
］
ボ
タ
ン
を
押
し
て
管
理
者
と

し
て
認
証
し
た
状
態
で
操
作
し
よ
う
。

こ
の
状
態
で
は
ユ
ー
ザ
ー
の
追
加
も
可

能
だ
。
他
の
人
に
使
っ
て
も
ら
う
場
合

に
は
検
討
し
よ
う
。

ち
な
み
に
ゲ
ス
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
「
使

っ
た
あ
と
の
デ
ー
タ
」
は
自
動
的
に
削

除
さ
れ
る
。
貸
し
出
す
側
だ
け
で
な
く
、

借
り
る
側
も
安
心
だ
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
「W

indow
s
U
p

date

」
に
相
当
す
る
の
が
、「
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
だ
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
で
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
と
異
な
り
、
Ｏ

Ｓ
部
分
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
方
法
で

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
あ
ら
ゆ
る
ソ
フ
ト
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
一
括
で
管
理
で
き
る
。

使
っ
て
い
く
う
ち
に
自
動
的
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
が
起
動
す
る

の
で
、「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
」
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
Ｏ
Ｋ
だ
。
後
回

し
に
し
た
い
場
合
は
そ
の
ま
ま
閉
じ
れ

ば
い
い
。
次
の
ロ
グ
イ
ン
時
に
再
度
表

示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ぞ
。

ま
た
、
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
ー
バ
を
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
利
用
場
所
か
ら

よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
に
「
近
い
」
場

所
を
選
ぶ
と
、
も
っ
と
快
適
に
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
ダ
。
変
更

は
以
下
の
手
順
で
操
作
す
る
だ
け
だ
。
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セキュリティ対策を
きちんとすれば

安心に使えるぞ！

ユ
ー
ザ
を

き
っ
ち
り
管
理
し
よ
う

チェックポイント
「ユーザ設定」からパス

ワードや権限の変更が可
能だ。パスワードは定期的に変更す
るようにクセをつけておこう。

また、他の人にマシンを貸すとき
は「ゲストセッション」を使うとお
手軽だ。

CHECK
POINT

¡他の人にPCを貸す場
合は、 画面右上から

「ゲストセッション」で
もいいぞ。

ゲストセッション

™パスワードの変更画面。Caps
LockやNumLockがかかっていな
いことを確認してから操作しよう。

パスワードの変更

™ユーザーの詳細情報画面。ここから
パスワードが変更できるぞ。

プロパティ

™そのPCに設定されたユーザーの一
覧が表示できる。管理者権限があれ
ばユーザーの作成も可能だ。

ユーザ設定

™

ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
で
き
る
デ
バ
イ
ス
を
設
定

す
る
画
面
。
特
に
モ
デ
ム
周
り
の
変
更
が
多
い

だ
ろ
う
。

ユーザの権限

™

Ｏ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ソ
フ

ト
の
更
新
ま
で
一
括
で
管
理
し
て
く
れ
る
ス
グ

レ
モ
ノ
だ
。

アップデート・マネージャ

™アーカイブサーバ（ミラーサーバ）を選択
できるので「最適なサーバを探す」ボタンか、
一覧から選んで設定しよう。

近いサーバに変更する

¡［Ubuntuのソフトウ
ェア］タブに切り替え
て、［ダウンロード元］
という横長のボタンを
クリック。

ダウンロード元を変える

¡アップデート・マ
ネージャの右下の

［設定...］ボタンを
クリックして設定画
面を開こう。こいつ
はソフトウェア・ソ
ースと共有の設定画
面だ。

設定ボタンをクリック

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を
入
手
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
れ
る

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
管
理
で

い
つ
も
最
新
・
安
心
に
！



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
も
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

し
た
い
、
と
い
う
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
人
に
は
「
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ａ
Ｖ
」
と
い

う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ａ
Ｖ
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
方
式

で
開
発
さ
れ
て
い
る
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
で
は
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
コ
マ
ン

ド
で
操
作
す
る
も
の
な
の
で
、
い
き
な

り
使
う
に
は
少
々
敷
居
が
高
い
。
そ
ん

な
人
の
た
め
に
、「
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ｔ
Ｋ
」
と

い
う
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
が
準
備
さ
れ
て

い
る
の
だ
。
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ｔ
Ｋ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
て
使
い
こ
な
せ
ば
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
で
も
し
っ
か
り
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
可

能
に
な
る
ぞ
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
カ
ン

タ
ン
、
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
で
「clam

tk

」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
だ
け
だ
。「
シ
ス

テ
ム
ツ
ー
ル
」→

「
ウ
イ
ル
ス
ス
キ
ャ

ナ
」
か
ら
起
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
ぞ
。

Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ｔ
Ｋ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

起
動
す
る
と
、『
シ
グ
ネ
チ
ャ
の
入
手
』

に
あ
る
よ
う
な
「A

ntivirus
Sign

atures

」
と
い
う
表
示
が
現
れ
る
。
こ

れ
は
「
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
ウ
イ
ル
ス
の
パ

タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
（
シ
グ
ネ
チ
ャ
フ
ァ
イ

ル
）
を
管
理
す
る
か
、
そ
れ
と
も
シ
ス

テ
ム
内
で
共
通
の
設
定
と
す
る
か
」
の

確
認
だ
。
通
常
は
「
シ
ス
テ
ム
内
で
共

通
」
を
選
ん
で
お
く
と
い
い
だ
ろ
う
。

管
理
者
権
限
が
な
い
環
境
で
は
「
ユ
ー

ザ
ー
ご
と
」
を
選
ぶ
こ
と
で
動
作
さ
せ

ら
れ
る
。

設
定
さ
え
済
ま
せ
て
し
ま
え
ば
、
上

の
よ
う
な
メ
イ
ン
画
面
が
表
示
さ
れ
て
、

ス
キ
ャ
ン
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
ハ
ズ

だ
。ま

た
、「
本
当
に
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
」

を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
人
は
、「E

icar

」

と
い
う
テ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
て
検

査
を
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
「
こ
う
い

う
ウ
イ
ル
ス
モ
ド
キ
を
作
っ
て
、
検
出

す
る
か
ど
う
か
テ
ス
ト
に
使
い
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
、
あ
る
種
の
ダ
ミ
ー
フ
ァ

イ
ル
だ
。http://w

w
w
.eicar.org/

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。「eicar-

com
2.zip

」
を
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
の
が
が
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

を
ス
キ
ャ
ン
す
れ
ば
、
上
の
画
面
の
よ

う
に
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
検
出
さ
れ
る
は

ず
だ
。

見
つ
か
っ
た
『
ウ
イ
ル
ス
か
も
し
れ

な
い
』
フ
ァ
イ
ル
は
、「
隔
離
」
か
「
削

除
」
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
隔

離
」
す
る
と
、
普
段
は
利
用
し
な
い
場

所
に
自
動
的
に
移
動
し
て
く
れ
る
の
で
、

ウ
イ
ル
ス
の
被
害
を
受
け
る
危
険
が
な

く
な
る
。
削
除
し
て
し
ま
う
と
フ
ァ
イ

ル
を
取
り
戻
せ
な
い
の
で
、
絶
対
に
自

分
が
作
っ
た
フ
ァ
イ
ル
で
は
な
い
と
確

信
が
持
て
る
場
合
は
「
削
除
」
し
、
通

常
は
「
隔
離
」
し
て
お
こ
う
。

ま
た
、
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ｔ
Ｋ
は
あ
く
ま
で

「
必
要
な
と
き
に
、
特
定
の
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
」
と
い
う
も
の
だ
。

任
意
の
フ
ァ
イ
ル
や
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
を

ス
キ
ャ
ン
し
た
い
、
と
い
う
場
合
は
、

わ
ざ
わ
ざ
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ｔ
Ｋ
を
起
動
す
る
の

は
面
倒
だ
。
そ
こ
で
「nautilus-clam

scan

」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
導
入
し

よ
う
。
こ
れ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、

フ
ァ
イ
ル
や
フ
ォ
ル
ダ
を
右
ク
リ
ッ
ク

し
て
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
Ａ
Ｖ
を
起
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
だ
。
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™初回起動時に表示される画面。よく分からなければ
「System Wide」を選んでおこう。

シグネチャの入手

™ウイルスかもしれないファイルは通常は「隔離」
にしておこう。

ウイルス発見!?

™

右
ク
リ
ッ
ク
か
ら
特
定
の
フ
ォ
ル
ダ
や
フ
ァ

イ
ル
が
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
。

nautilus-clamscan

シ
グ
ネ
チ
ャ
の
入
手
方
法

を
設
定
し
て
お
く

C
la
m
T
K

の
設
定

を
し
て
み
よ
う

フ
リ
ー
の
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
対
策

ウ
イ
ル
ス
対
策
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

チェックポイント CHECK
POINT

™Eicarのサイト。いくつか並んでいるうちの、「右
下」をダウンロードしよう。

ダミーファイルの入手

™これを置いたディレクトリで検出されるかどうか確
認すればテストになる。

ダミーで動作チェック

Virus
Scannerの
メイン画面

●Scan

スキャンの進捗状況とスキャン結果（スキャンしたファイ
ル数、発見されたウイルスの数など）が表示される。

●Actions

［Home］ボタンを押すと
そのユーザーのホームディ
レクトリ全体を、［ファイル］
を押すと指定したディレク
トリ、［Directory］なら指
定したディレクトリのスキ
ャンが行えるぞ。この画面
を必要なときに呼び出して、
特定のディレクトリをスキ
ャンしよう。

●ステータス

ClamAV/ClamTKのパ
ターンファイルは、システ
ムの裏で自動的にアップデ
ートされるようになってい
る。メインウインドウの

「Virus definitions」で定
義ファイルのバージョンを
確認できるぞ。



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
上
か
ら
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

の
状
態
を
確
認
す
る
に
は
、
い
く
つ
か

の
方
法
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
Ｇ
Ｕ
Ｉ

を
利
用
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
チ
ッ
プ
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ

な
ど
、
接
続
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
の
モ
デ
ル
名
や
状
態
を
一
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
ア
プ
リ
が
「G

nom
e
D
ev

ice
M
anager

」
だ
。D

evice
M
ana

ger

の
左
ペ
イ
ン
に
は
接
続
さ
れ
て
い
る

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
ツ
リ
ー
状
に
表
示
さ

Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
や
Ａ
Ｍ
Ｄ（
Ａ
Ｔ
Ｉ
）

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド
で
３
Ｄ
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
有
効
に
し
た
り
、
一

部
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ダ
プ
タ
を
動
作
さ

せ
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ
な

ド
ラ
イ
バ
（
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
は
な
い

ド
ラ
イ
バ
）
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム

管
理
］-

［
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ド
ラ
イ
バ
］

を
実
行
す
る
と
、
必
要
な
プ
ロ
プ
ラ
イ

エ
タ
リ
ド
ラ
イ
バ
を
自
動
的
に
検
索
し
、

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
ド
ラ
イ
バ
を
リ

ス
ト
か
ら
選
択
し
て
「
有
効
に
す
る
」

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
行

わ
れ
る
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
完
了
し
た

ら
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
再
起
動
し
よ
う
。

当
然
だ
が
ド
ラ
イ
バ
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
た

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て
い
る

状
態
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
無
線
L
A
N
ド
ラ
イ

バ
を
導
入
す
る
場
合
な
ど
は
、
一
時
的

に
有
線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
て

イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
ネ
ッ
ト
に
つ
な
げ
ず
ド
ラ
イ
バ
を

導
入
で
き
な
い
と
い
う
事
態
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
９
・
10
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
前

に
、
付
録
Ｃ
Ｄ
か
ら
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を

起
動
し
、
無
線
・
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
使
え

る
か
は
必
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

際
に
は
、
必
ず
キ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
選
択
し
て
い
る
は
ず
だ
。
し
か

し
イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
に
キ
ー
ボ
ー
ド
を

交
換
し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
た

い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場

合
は
パ
ネ
ル
の
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設

定
］-
［
キ
ー
ボ
ー
ド
］
か
ら
レ
イ
ア
ウ

ト
を
変
更
で
き
る
。
た
と
え
ば
英
語
キ

ー
ボ
ー
ド
と
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
環

境
を
、
日
本
語
キ
ー
ボ
ー
ド
に
変
更
す

る
に
は
左
の
手
順
の
よ
う
に
し
よ
う
。
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ソ
フ
ト
設
定
が
済
ん
だ
ら

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
す
み
や
か
に
設
定
し
よ
う
!!

™Ubuntuソフトウェア・センターから「Device Manager」を検索してインストール。ア
プリケーションメニュー内の「システムツール」から起動できる。

Gnome Device Manager（Device Manager）

™Ubuntuソフトウェア・センターで「lshw」で検索してパッケージをインストール。やは
り右ペインにハードウェアの詳細が表示される。

Hardware Lister

キーボードのレイアウト変更

¡自動的に利用するハードウェアに
適合するプロプライエタリなドライ
バがリストアップされる。3Dデスク
トップ効果などを使うならプロプラ
イエタリのドライバの導入は事実上、
必須となる。

ハードウェア・
ドライバで
導入する

¡［追加］をクリックするとレ
イアウトの一覧に「日本」が追
加されているはずだ。ここで「日
本」のデフォルトにチェックを
入れ、［システム全体に適用］を
クリックしよう。なお使用しな
くなった「USA」レイアウトは削
除してしまっても構わない。

システム全体に
適用する

自
動
で
利
用
で
き
る
ド
ラ
イ
バ

を
検
索
、
導
入
し
て
く
れ
る

プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ
な

ド
ラ
イ
バ
を
導
入
す
る

キ
ー
ボ
ー
ド
を
交
換
し
た
り

選
択
を
間
違
え
た
と
き
は

キ
ー
ボ
ー
ド
の

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の

状
態
を
確
認
す
る
に
は

れ
、
選
択
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
詳
細

が
右
側
の
ペ
イ
ン
に
表
示
さ
れ
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
一

覧
を
リ
ス
ト
す
る
た
め
の
コ
マ
ン
ド

「lshw

」
の
出
力
を
Ｇ
Ｕ
Ｉ
で
閲
覧
で

き
る
「H

ardw
are

Lister

」
と
い
う
ア

プ
リ
も
あ
る
。H

ardw
are

Lister

の
起

動
は［
シ
ス
テ
ム
］-［
設
定
］-［H

ard
w
are

Lister

］
か
ら
行
え
る
が
、
す
べ

て
の
情
報
を
表
示
さ
せ
る
に
は
管
理
者

権
限
で
起
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
端
末

か
ら
「sudo

lshw
-gtk

」
を
実
行
し
て

起
動
し
て
み
よ
う
。

¡［レイアウト］タブ
を開き［追加］をクリ
ック。日本語を選択す
る。この画面でキーを
タイプすると、キーの色
が画面上で変化し、設
定を確認できる。



ヘッドセット
●プラントロニクス

Voyager 510
携帯電話
●HTC (au) 

E30HT
マウス
●マイクロソフト

Bluetooth Notebook Mouse 5000
キーボード
●リュウド

RBK-2000BTII
●アップル

Wireless Keyboard (US)

Ｐ
Ｃ
の
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
機
能
が

有
効
に
な
っ
て
い
る
な
ら
、
通
知
ス
ペ

ー
ス
に「
Ｂ
」の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ
。
こ
の
状
態
で
あ
れ
ば
、

B
luetooth

デ
バ
イ
ス
を
接
続
し
、
使
用

を
開
始
で
き
る
。
薄
い
グ
レ
ー
で
表
示

さ
れ
て
い
る
な
ら
、
機
能
が
オ
フ
に
な

っ
て
い
る
状
態
だ
。
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ

ッ
ク
し
、「Turn

O
n
B
luetooth

」
を

選
択
し
て
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
機
能
を

有
効
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ

ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
が
搭
載
さ
れ
て
い
な
い
Ｐ
Ｃ
の

場
合
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
の
ド
ン
グ
ル
の

使
用
を
検
討
し
よ
う
。
た
い
て
い
の
ド

ン
グ
ル
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
す
る
だ
け
で
動

作
し
、
パ
ネ
ル
に
ア
イ
コ
ン
が
現
れ
る
。

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
デ
バ
イ
ス
の
使

用
を
開
始
す
る
に
は
、
ペ
ア
リ
ン
グ
と

呼
ば
れ
る
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

「Set
up

new
device

」
を
選
択
し
よ

う
。
付
近
に
あ
る
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ

デ
バ
イ
ス
を
検
索
す
る
「D

evice
se

arch

」
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
。

こ
の
状
態
で
、
接
続
し
た
い
デ
バ
イ

ス
の
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
検

出
可
能
状
態
に
し
よ
う
。
し
ば
ら
く
す

る
と
デ
バ
イ
ス
が
検
出
さ
れ
、
リ
ス
ト

に
表
示
さ
れ
る
。
な
お
デ
バ
イ
ス
を
検

出
可
能
に
す
る
方
法
は
製
品
に
よ
っ
て

異
な
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
し
よ
う
。

接
続
す
る
デ
バ
イ
ス
を
リ
ス
ト
か
ら

選
択
し
た
ら
、［
進
む
］
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
。
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
６
桁

の
数
字
が
ダ
イ
ア
ロ
グ
に
表
示
さ
れ
る

の
で
、
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
デ
バ
イ
ス
に

こ
の
数
字
を
入
力
し
よ
う
。
た
と
え
ば

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の

場
合
は
、
数
字
を
タ
イ
プ
し
て
［
Ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
］
キ
ー
を
押
せ
ば
よ
い
。
こ
れ
で

Ｐ
Ｃ
と
デ
バ
イ
ス
間
の
認
証
は
完
了
だ
。

な
お
マ
ウ
ス
や
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
な
ど

Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
を
入
力
で
き
な
い
デ
バ

イ
ス
の
場
合
は
、
デ
フ
ォ
ル
ト
で「0000

」

「1111

」「1234

」
な
ど
の
単
純
な
数
字

を
使
用
し
て
自
動
的
に
認
証
さ
れ
る
た

め
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
は
表
示
さ
れ
な
い
。

ほ
と
ん
ど
の
機
器
は
こ
れ
で
接
続
で
き

る
は
ず
だ
が
、
特
殊
な
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド

を
指
定
す
る
場
合
は
「D

evi
ce

search

」
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
で
［PIN

options

］
を
選
択
し
よ
う
。
一
般
的

な
「0000

」
の
ほ
か
、
ユ
ー
ザ
が
任
意

の
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
を
指
定
で
き
る
。

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
電
源
の

管
理
］
か
ら
、
電
源
ボ
タ
ン
を
押
し
た

と
き
や
、
ア
イ
ド
ル
時
の
挙
動
を
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
可
能
だ
。
例
え
ば
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
を
家
庭
内
で
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の
よ
う

に
使
用
し
た
い
場
合
な
ど
は
、
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
を
閉
じ
た
際
に
毎
回
サ
ス
ペ
ン
ド

さ
れ
て
し
ま
う
と
不
都
合
が
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
Ａ
Ｃ
電
源

使
用
時
」
の
「
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
閉
じ
た

と
き
」
を
［
ブ
ラ
ン
ク
・
ス
ク
リ
ー
ン

に
す
る
］
に
設
定
す
る
。
こ
う
し
て
お

け
ば
液
晶
画
面
が
オ
フ
に
な
る
だ
け
な

の
で
、
作
業
は
続
行
さ
せ
ら
れ
る
。
逆

に
バ
ッ
テ
リ
ー
使
用
時
は
［
サ
ス
ペ
ン

ド
状
態
に
す
る
］
に
設
定
し
て
お
け
ば
、

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
閉
じ
た
だ
け
で
サ
ス
ペ

ン
ド
状
態
に
移
行
し
て
く
れ
る
た
め
、

バ
ッ
テ
リ
ー
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
画
面
を
ス
リ
ー
プ
さ
せ
る
ま
で
の

時
間
、
シ
ス
テ
ム
を
ス
リ
ー
プ
さ
せ
る

ま
で
の
時
間
も
Ａ
Ｃ
電
源
／

バ
ッ
テ
リ
ー

使
用
時
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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簡単にBluetooth機能を追加

™Bluetooth機能が有効になっている状態の通知スペースのアイコン。無効の場合は、PC
のスイッチをオンにするか、アイコンをクリックし「Turn On Bluetooth」を選択して
Bluetooth機能を有効にする。

Bluetooth機能を有効に

¡パネルのBluetoothアイコンをクリ
ックし「Set up new device」を選
択。付近にあるBluetoothデバイス
を検索する「Device search」ダイ
アログが表示されたら、接続したい
BluetoothデバイスのConnectボタン
を押して検出可能状態にする。

デバイスを検出可能な状態にする

簡
単
に
周
辺
機
器
を

ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
接
続

B
l
u
e
t
o
o
t
h

デ
バ
イ
ス
を
接
続
し
よ
う

Ａ
Ｃ
電
源
や
バ
ッ
テ
リ
ー

動
作
時
で
設
定
を
変
え
る

電
源
の
管
理
で

Ｐ
Ｃ
の
挙
動
を
設
定

£付近にあるBluetoothデバイスが検出
された。接続したいデバイスを選び、
進むをクリックする。特殊なPINコー
ドの場合は［PIN options］をクリッ
クして指定する。

接続するデバイスが
検出される

£6桁の数字が表示されるので、Blue
tooth側で入力し、接続を確立させる。
マウスやヘッドセットでは自動的に設
定されることが多いので、この作業は
不要となる。

デバイス側で
PINコードを入力する

編集部動作確認のBluetooth機器

BSHSBD02BK
●バッファロー　●http://buffalo-kokuyo.jp/

実売価格2000円前後

™USBに挿すだけでUbuntuでも認識される。このほ
かサンワサプライ 「MM-BTUD11」やプラネックス

「BT-MicroEDR2X」の動作も編集部では確認ずみ。

™サスペンドまでの時間や、ノートPCを閉じ
た時の挙動などを細かくカスタマイズできる。

電源の管理

Skypeの動作を確認済み

ファイルのビームを確認済



数
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
機
器
の
中
で
も
も
っ

と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
の
が
、
外
付
け
の

Ｕ
Ｓ
Ｂ
デ
バ
イ
ス
で
あ
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
だ
。
こ

れ
ら
の
デ
バ
イ
ス
は
当
然
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

で
も
使
用
で
き
る
。
基
本
的
に
は
接
続

す
る
だ
け
で
自
動
的
に
マ
ウ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
フ
ァ
イ
ル
の
読
み
書
き
が
可
能

に
な
る
た
め
、
難
し
い
手
順
は
一
切
必

要
な
い
。

デ
バ
イ
ス
が
接
続
さ
れ
る
と
、
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
上
や
、
フ
ァ
イ
ル
・
ブ
ラ
ウ

ザ
の
「
場
所
」
メ
ニ
ュ
ー
に
ア
イ
コ
ン

が
表
示
さ
れ
る
。
選
択
す
る
と
、
フ
ァ

イ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ザ
が
開
き
、
内
蔵
の
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
と
同
様
に
フ
ァ
イ
ル
の

読
み
書
き
が
行
え
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

を
取
り
外
す
前
に
は
必
ず
「
ア
ン
マ
ウ

ン
ト
」
を
行
お
う
。
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
を

行
わ
ず
に
取
り
外
し
て
し
ま
う
と
、「
書

き
込
ん
だ
は
ず
の
デ
ー
タ
が
書
き
込
ま

れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
う
事
態
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
は
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
上
の
ア
イ
コ
ン
を
右
ク

リ
ッ
ク
し
、
表
示
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
「
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
」
を
選
択
し
て
行

う
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
の
ア
イ
コ
ン
が
消
え
た
ら
、
取
り
外

し
て
も
大
丈
夫
だ
。
ま
た
、
フ
ァ
イ

ル
・
ブ
ラ
ウ
ザ
の
場
所
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
右
側
に
上
向
き
の
矢

印
（
イ
ジ
ェ
ク
ト
・
ボ
タ
ン
）
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
同
様
に
ア
ン
マ
ウ
ン
ト

で
き
る
。
矢
印
が
消
え
た
ら
ア
ン
マ
ウ

ン
ト
は
完
了
だ
。

一
般
的
な
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
は
Ｕ

Ｓ
Ｂ
端
子
が
装
備
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ

と
直
接
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
は
、
基
本
的
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
Ｓ

Ｄ
カ
ー
ド
な
ど
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
た

め
、フ
ァ
イ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
っ
て
メ

デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能

だ
。
し
か
し
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
は
デ
ジ
タ

ル
写
真
が
記
録
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
が
接

続
さ
れ
た
こ
と
を
検
出
す
る
と
、
ア
ル

バ
ム
管
理
ソ
フ
ト
で
あ
る「
Ｆ-

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
」

を
起
動
す
る
よ
う
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。Ｆ-

Ｓ
ｐ
ｏ

ｔ
を
起
動
す
る
と
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表

示
さ
れ
、「
コ
ピ
ー
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、
撮
影
日
ご
と
に
フ
ォ
ル
ダ
を
分
け

て
写
真
を
取
り
込
む
。
タ
グ
を
付
与
し

て
写
真
を
分
類
整
理
し
た
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
サ
ー
ビ
ス
に
直

接
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る

便
利
な
機
能
も
あ
る
の
で
活
用
し
よ
う
。

な
お
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
取
り
外
す

際
も
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
Ｈ
Ｄ

Ｄ
と
同
じ
方
法
で
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。
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£ファイルを読み書きできる状態
にすることをマウント、取り外せ
る状態にすることをアンマウント
という。ファイルブラウザの場所
メニューに表示されているメディ
アの横にあるイジェクトマークを
クリックするとアンマウント。マ
ークが消えると取り外し可能だ。

マウントと
アンマウント

£デスクトップアイコンを右クリ
ックして［ドライブの安全な取り
外し］を選ぶとアンマウントでき
る。［フォーマット］を選べばメ
ディアのフォーマットもできる。

¡Windowsや Mac、
HDDからは起動できない
が、中身のファイルだけ
は救出したいというとき
は、付録CDでUbuntuを
起動し、HDD内のファ
イルをUSBメモリなどに
コピーしよう。Ubuntuの
インストールCDはトラブ
ル時にも使えるのだ。

デスクトップ
アイコンを
右クリック

UbuntuのCDをレスキューに使う

さまざまな
USB周辺機器を

つないでみる

ほ
と
ん
ど
設
定
不
要
で

利
用
で
き
る
よ
う
に

U
S
B
メ
モ
リ
や

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
接
続

接
続
す
る
だ
け
で

デ
ジ
カ
メ
を
認
識
！

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
か
ら

写
真
を
コ
ピ
ー
す
る

™デスクトップに表示されたUSBメモリやUSBハードディスクのアイ
コン。ダブルクリックするとファイル・マネージャが開き、読み書
きできるようになる。ドライバのインストールなどは不要だ。

USBメモリなどは挿すだけ

!

™iPhoneを接続するとデジカメとし
て認識されるので、デジカメ同様、写
真データを取り込める。

iPhoneの写真も

¢

フ
ァ
イ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

写
真
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
と
認
識
さ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
写
真
の
コ
ピ
ー
や
削
除
も
可
能
だ
。

使ったあとはアンマウント

™写真を撮影したデジタルカメラを接続すると、デフ
ォルトでF-Spotの起動を促される。

¡F-Spotの起動を選択す
ると、デジタルカメラか
ら写真データをPCにコピ
ーして管理できる。取り
込み時にタグを付与でき
るので、写真の整理に役
立つ。

デジカメを認識写真を撮影日、タグで管理



ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
初
期
化
を
促
さ
れ
る
は
ず

だ
。
使
用
し
て
い
る
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
モ
デ

ル
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
し
、「
初
期
化

す
る
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
初
期
化

が
完
了
す
る
と
、Rhythm

box

の
「
デ

バ
イ
ス
」
に
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
が
表
示
さ
れ
る
。

あ
と
は
転
送
し
た
い
楽
曲
を
選
択
し
て

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
ア
イ
コ
ン
に
ド
ラ
ッ
グ
す
れ

ば
、
曲
の
転
送
が
行
わ
れ
る
。

ま
たRhythm

box

上
で
楽
曲
を
一
度

で
も
再
生
し
て
い
れ
ば
、
自
動
的
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ア
ル
バ
ム
の
カ
バ
ー

ア
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
れ
る
が
、

こ
の
カ
バ
ー
ア
ー
ト
も
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
に
転

送
さ
れ
る
。
転
送
さ
れ
た
カ
バ
ー
ア
ー

ト
は
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
「C

over
Flow

」

で
も
見
ら
れ
る
。
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
Ｐ
Ｃ
か

ら
取
り
外
す
前
に
は
、
必
ず
ア
ン
マ
ウ

ン
ト
を
行
お
う
。
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
は

Rhythm
box

上
で
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
右
ク
リ

ッ
ク
し
て
も
で
き
る
。

る
ド
ラ
イ
バ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
利

用
が
可
能
に
な
る
機
種
も
多
い
。
左
の

手
順
を
参
考
に
ド
ラ
イ
バ
を
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
よ
う
。
な
お
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
ス
キ

ャ
ナ
ド
ラ
イ
バ
の
機
種
ご
と
の
対
応
状

況
はhttp://w

w
w
.sane-project.org/

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
は
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
へ
の
楽

曲
や
ア
ル
バ
ム
ア
ー
ト
の
転
送
も
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
経
由
で
行
う
。ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
接
続
す

る
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
と
同
様
に
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
に
ア
イ
コ
ン
が
現
れ
、
オ
ー
デ

ィ
オ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
接
続
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
。
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
や
Ｍ
ａ
ｃ
で
は
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
に

曲
を
転
送
す
る
た
め
に「
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
」

を
使
う
が
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
は

「Rhythm
box

（
リ
ズ
ム
ボ
ッ
ク
ス
）」

と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
す

る
の
が
一
般
的
だ
。

購
入
し
た
ば
か
り
の
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
接

続
し
てR

hythm
box

を
起
動
す
る
と
、

¡購入したばかりのiPodを接続してRhy
thmboxを起動すると、iPodの初期化を
促される。使用しているiPodのモデル
をメニューから選択し、「初期化する」
をクリックしよう。iTunesで利用済み
のiPodの場合は何もしなくても接続で
きるはずだ。

iPodの初期化をする場合

¡Rhythmboxでは、CDから取り
込んだ曲は自動的にカバーアート
がインターネットからダウンロード
される。転送したい曲を選択して
iPodにドラッグすれば、iPodでも
曲の再生中にカバーアートをが表
示される。

カバーアートも転送できる！

¡iPodに曲を転送するため
には「Rhythmbox」を使用
しよう。プレイリストの作成
も可能だ。 これ以外にも

「Banshee」や「Amarok」、
「gtkpod」などのiPodとの連
携機能を備えるプレイヤー
がある。

RhythmboxをiTunes代わりに使う

Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
接
続
す
る
タ
イ
プ
の
ス
キ

ャ
ナ
で
あ
れ
ば
、
普
通
の
ス
キ
ャ
ナ
や

プ
リ
ン
タ
複
合
機
の
ス
キ
ャ
ン
機
能
は

そ
の
ま
ま
で
使
え
る
こ
と
が
多
い
。［
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］-［
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
］

-

［XSane
Im

age
Scanning

Progra
m

］
を
起
動
し
て
ス
キ
ャ
ナ
が
認
識
さ

れ
て
い
る
か
、
ス
キ
ャ
ン
で
き
る
か
確
認

し
て
み
よ
う
。

認
識
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
メ
ー

カ
が
供
給
す
る
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
向
け
ド
ラ
イ

バ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
る
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
は
メ
ー
カ

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
エ
ス
キ
ャ
ナ
で

あ
れ
ば
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
が
配
布
し
て
い

そ
の
ま
ま
で
使
え
る

ス
キ
ャ
ナ
も
多
い

ス
キ
ャ
ナ
を

使
え
る
よ
う
に
し
よ
う
！

Ｍ
ａ
ｃ
版
の
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
で
初
期

化
（
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
で
は
「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ

の
復
元
」）
を
行
っ
た
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
に
は
、

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
か
ら
デ
ー
タ
を
書
き
込

め
ず
、
曲
を
転
送
で
き
な
い
。
こ
れ

を
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
版
の

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
を
使
用
し
て
復
元
を
や

り
直
す
必
要
が
あ
る
。ま
た
、ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ

本
体
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
曲

を
転
送
し
て
も
本
体
で
再
生
で
き
な

い
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

る
※
。

本
体
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に

よ
っ
て
は
使
え
な
い
こ
と
も

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を

接
続
す
る
前
に

注
意
し
た
い
こ
と

!

£エプソンのLinux向けドライバを提供して
いるアヴァシスのサイト（http://www.
avasys.jp/）から機種に対応したドライバ
ファイルをダウンロードする。

メーカサイトから
ソフトをダウンロード

£Ubuntu向けには「.deb」ファイル
が2つ用意されている。ダウンロー
ドしたら、 右 のように「 gdebi
Package インストーラ」で開き、イ
ンストールしておこう。

debファイルを
インストールする

「sudo iscan」と端末に入力し、「Image Scan!」
を管理者権限で起動すると、スキャンできる。

管理者権限で
iScanを起動する

¢

「Im
age

S
can! for

Linux

」
と
い
う
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
ス
キ
ャ
ン
。
管
理
者
権
限
で
な
い

と
ス
キ
ャ
ン
で
き
な
い
が
…
。

エプソンGT-S620の場合

ド
ラ
イ
バ
の
導
入
な
ど
は

し
な
く
て
も
利
用
で
き
る

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を
Ｐ
Ｃ
に

接
続
し
て
み
よ
う
!!

※　第4世代iPod nanoの本体を1.0.4にバージョンアップしたところ、この現象が確認できた



デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
解
像
度
は
、
パ
ネ

ル
の
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
］
か
ら
行
う
。
使
用
し
た

い
解
像
度
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
か
ら
選
択
し
、

［
適
用
］
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
す
る
と

画
面
の
解
像
度
が
切
り
替
わ
り
、
確
認

の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
は
ず
だ
。

画
面
が
正
し
く
表
示
さ
れ
て
い
る
な
ら
、

［
こ
の
設
定
の
ま
ま
に
す
る
］
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
設
定
を
適
用
す
る
。
も
し
も
何

か
画
面
表
示
に
問
題
が
あ
る
よ
う
な
ら

ば
、［
前
の
設
定
に
戻
す
］
を
ク
リ
ッ
ク

す
れ
ば
、
以
前
の
設
定
に
戻
せ
る
。
さ

ら
に
、
設
定
を
誤
り
画
面
が
真
っ
暗
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
は
、
何

も
操
作
せ
ず
に
待
と
う
。
30
秒
後
に
は

設
定
が
自
動
的
に
元
に
戻
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
画
面
の
解
像
度

が
高
す
ぎ
て
メ
ニ
ュ
ー
表
示
の
文
字
が

細
か
く
な
り
読
み
づ
ら
い
、
と
い
う
と

き
な
ど
は
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
外
観
の
設
定
］
の
［
フ
ォ
ン
ト
］
タ

ブ
で
［
詳
細
］
を
開
き
、
解
像
度
の

「
ド
ッ
ト
／

イ
ン
チ
」
数
値
を
大
き
く
す

れ
ば
見
や
す
く
な
る
。

Ａ
Ｔ
Ｉ
や
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
プ
ロ
プ

ラ
イ
エ
タ
リ
な
ド
ラ
イ
バ
を
導
入
し
て

い
る
な
ら
、
独
自
の
設
定
ツ
ー
ル
か
ら

解
像
度
、
画
面
の
明
る
さ
、
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
な
ど
を
調
整
で
き
る
。

２
つ
以
上
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
い

た
い
と
き
は
、
パ
ネ
ル
の
［
シ
ス
テ

ム
］-

［
設
定
］-

［
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
］
か

ら
マ
ル
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
設
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
外
部
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
接
続
し
た
ら
、「
モ
ニ
タ
の
検
出
」

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。
接
続
さ

れ
て
い
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
自
動
的
に

検
出
さ
れ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
表
す
四

角
形
が
設
定
画
面
に
表
示
さ
れ
る
は
ず

だ
。
こ
れ
を
ド
ラ
ッ
グ
し
、
２
つ
の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
の
位
置
関
係
を
自
由
に
調

整
で
き
る
。
こ
れ
で
二
つ
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
左
右
ま
た
は
上
下
に
連
結
し
、

二
画
面
分
の
解
像
度
を
持
つ
、
ひ
と
つ

の
巨
大
な
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
を
接
続
す
る
際
は
、
手
元
の

画
面
と
外
部
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
同
じ
内

容
が
表
示
さ
れ
た
方
が
都
合
が
よ
い
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
「
複

数
の
画
面
を
ミ
ラ
ー
す
る
」
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
る
。

Ａ
Ｔ
Ｉ
の
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
出
力
を
持
つ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド
は
、
サ
ウ
ン
ド
も
Ｈ

Ｄ
Ｍ
Ｉ
経
由
で
出
力
で
き
る
。
ス
ピ
ー

カ
ー
を
内
蔵
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
接

続
し
て
い
れ
ば
、
ケ
ー
ブ
ル
１
本
で
映

像
と
音
声
の
出
力
を
ま
か
な
う
こ
と
が

可
能
だ
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド
か
ら

サ
ウ
ン
ド
を
出
力
す
る
に
は
、［
シ
ス
テ

ム
］-

［
設
定
］-

［
サ
ウ
ン
ド
］-

［
出

力
］
を
開
き
、
出
力
デ
バ
イ
ス
が
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
よ
う
。
な
お
、
一
部
を
除
い
た

Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
カ
ー
ド
は
音
源
を
搭

載
し
て
い
な
い
た
め
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

の
み
で
は
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
か
ら
サ
ウ
ン
ド
を

出
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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ディスプレイの
さまざまな

使い方を設定

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

解
像
度
を
設
定
す
る

¡標準の「ディスプレイの設定」
ダイアログ。 解像度のほか、
画面の回転や複数画面への出
力の設定なども行える。ATIや
NVIDIAのドライバを導入して
いる場合は、その設定ツール
を使おう。ガンマ値などの細
かい調整も可能だ。

ディスプレイの設定

™設定の確認ダイアログ。画面が正しく表示されて
いるなら、［この設定のままにする］をクリックし
て、設定を適用しよう。間違っている場合は［前
の設定に戻す］をクリックしてやり直し。

解像度変更の適用

ATI（AMD）の場合 ATI Catalyst
Control Center

¡［アプリケーション］-［未分類］-
［ATI Catalyst Control Center］から起
動しよう。明るさやコントラストのス
ライダーを動かすことで、NVIDIAと同
様に画面の表示を調整できる。

NVIDIAの場合 NVIDIA
X Server Settings

¡［ システム］ -［ システム管理］ -
［NVIDIA X Server Settings］を実行し
よう。スライダーを動かして明るさや
コントラスト、ガンマ値を変更できる
ようになっている。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
位
置
関
係

を
設
定
し
て
快
適
表
示
に

外
部
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

接
続
す
る
と
き
は

™

「X
S

erver
D

isplay
C

onfiguration

」
で

マ
ル
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
設
定
が
で
き
る
。

NVIDIAでの設定

™

Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
接
続
で
、
サ
ウ
ン
ド
も
出
力
で
き

る
。
出
力
デ
バ
イ
ス
が
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

ATIはサウンドも

™

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
表
す
四
角
形
を
ド
ラ
ッ
グ

し
て
、
位
置
関
係
を
自
由
に
調
節
で
き
る
。

デュアルディスプレイ設定



サ
ウ
ン
ド
の
設
定
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

９
・
10
で
強
化
さ
れ
た
部
分
の
一
つ
だ
。

Ｕ
Ｓ
Ｂ
サ
ウ
ン
ド
デ
バ
イ
ス
と
Ｐ
Ｃ
内

蔵
の
音
源
な
ど
複
数
の
サ
ウ
ン
ド
デ
バ

イ
ス
が
存
在
す
る
場
合
の
切
り
替
え
が

と
て
も
簡
単
に
な
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
設
定
方
法
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
サ

ウ
ン
ド
設
定
は
、﹇
シ
ス
テ
ム
﹈-

﹇
設

定
﹈-

﹇
サ
ウ
ン
ド
﹈
か
ら
起
動
す
る
。

通
知
ス
ペ
ー
ス
の
ス
ピ
ー
カ
ー
ア
イ

コ
ン
を
右
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
同
様
だ
。

こ
れ
は
以
前
よ
り
す
っ
き
り
し
た
。
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サウンド・
ボリュームを
設定して

音楽を楽しもう！

9
・
10
で
強
化
さ
れ
た

サ
ウ
ン
ド
の
設
定

出力するデバイスを
切り替えるときに

出力デバイスが複数ある場合、こ
こで切り替えることができる。たと
えば、オンボードのサウンドが存在
し、USBサウンドを装着した場合、
USBサウンドを使用したいというこ
とになるだろう。その場合、ここで
そのデバイスを選択する。

™スピーカーアイコンを右クリックし、[サ
ウンドの設定]をクリックするとすばやく設
定できる。

サウンドの設定

出力
サウンドのテストにも
使える警告音の選択

警告音の選択を行う。警告音をダ
ブルクリックすると、サンプル音を
再生することができる。音が出てい
るか確認したい時にも使えるだろう。

サウンドの効果

アプリごとに
ボリュームを設定

現在サウンドデバイスを使用して
いるアプリケーションを表示し、ボ
リュームの設定を行える。ここでボ
リュームのバランスを調整すればい
いだろう。Windows Vista/7にも
同様の機能があり、重宝している人
も多いはずだ。

アプリケーション
サウンドデバイスに
プロファイルを設定

デバイスのプロファイルを、デバ
イスごとに変更することができる。
デバイスごとに使用できるプロファ
イルが異なるが、基本的にはそのま
まで、変更する必要はないだろう。

ハードウェア

マイクのテストも
ここで行える

マイクの設定を行う。最近はマイ
クのコネクタも複数存在することが
あるので、［コネクター］で選択する
ことができる。もちろん、入力デバ
イスの選択もできる。マイクが使用
できる場合は、何かを吹き込むと[入
力レベル]が反応する。

入力

ど
う
や
っ
て
も
音
が
出
な
い
場
合
、

少
々
難
し
い
が
左
の
手
順
に
挑
戦
し

て
み
て
欲
し
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
一
例
で
、[S

ig
m
a
T
e
l

S
T
A
C
9
2
7
1
D
]

は
特
に
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ

を
指
定
し
な
く
と
も
音
は
き
ち
ん
と

出
て
い
た
。
９
・
04
か
ら
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
の
場
合
、/etc/m

o
d
p
ro
b
e.

d
/alsa-b

ase.co
n
f

を
新
バ
ー
ジ
ョ

ン
に
置
き
換
え
る
だ
け
で
音
が
出
る

よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。/e

tc
/m
o
d
p
ro
b
e
.d
/a
ls
a
-

b
a
se
.c
o
n
f.d
p
kg
-n
e
w

の
中
身
を

確
認
し
て
み
よ
う
。

サ
ウ
ン
ド
が
出
な
い

場
合
は

ど
う
す
る
の
？

!

音が出ない場合は下の手順を試してみよう！

端末を起動して以下のコマンドを入力する。
wget -O alsa-info.sh http://www.alsa-project.org/alsa-info.sh &&
bash alsa-info.sh
取得した情報をアップロードするか次のように質問されるので、yキーを押す
Automatically upload ALSA information to www.alsa-project.org?
[y/N] : y
以下のようにURIが表示されるのでアクセスする
Your ALSA information is located at http://www.alsa-
project.org/db/?f=(ハッシュ値らしき文字列)
開いたページの[!!Loaded ALSA modules]でモジュールを確認する（以下は一例）
!!Loaded ALSA modules
!!-------------------
snd_hda_intel
同じく[Codec: ]を確認する（以下は一例）
Codec: SigmaTel STAC9271D
下記のURIにアクセスし、該当するモジュール部分を見て、modelのところに[Codec:]
と一致する型番があるか探す
http://kernel.ubuntu.com/git?p=ubuntu/ubuntu-
karmic.git;a=blob_plain;f=Documentation/sound/alsa/ALSA-
Configuration.txt
ただし、モジュールが[snd_hda_intel]の場合は、下記のURIにアクセスし、
[Codec:]と一致する型番があるか探す
http://kernel.ubuntu.com/git?p=ubuntu/ubuntu-
karmic.git;a=blob_plain;f=Documentation/sound/alsa/HD-Audio-
Models.txt
一致する型番がある場合はエディタで「/etc/modprobe.d/alsa-base.conf」を開
き、optionsの横にmodel=を追記する
$ sudo gedit /etc/modprobe.d/alsa-base.conf
geditで
「option (モジュール名) model=(モデル名)」
を追記して保存

alsa-info.shを削除する
$ rm alsa-info.sh
再起動する10

9

7

6

5

4

3

2

1

8



今
回
検
証
に
使
用
し
た
プ
リ
ン
タ
は
、

「H
P
Photosm

art
Plus

B
209A

」
だ
。

安
価
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
対
応
し
て
い
る
な
ど
機
能
は
豊

富
で
あ
り
、
米
Ｈ
Ｐ
が
自
ら
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ

用
ド
ラ
イ
バ
を
開
発
し
て
配
布
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
と
の
相

性
も
き
わ
め
て
い
い
。他
社
の
よ
う
に
新

機
種
が
発
売
さ
れ
た
も
の
の
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ

用
の
ド
ラ
イ
バ
は
し
ば
ら
く
お
預
け
と

い
う
こ
と
が
な
い
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

Ｈ
Ｐ
製
プ
リ
ン
タ
と
い
え
ば
一
体
型
イ

ン
ク
で
独
立
型
よ
り
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
劣
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
こ
の
機
種
は
独
立
型
で
無
駄
が

な
い
。
す
べ
て
の
機
能
が
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

で
使
え
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
と

言
え
る
。
な
お
、
日
本
Ｈ
Ｐ
で
は
Ｕ
ｂ

ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
利
用
で
の
問
い
合
わ
せ
・
サ
ポ

ー
ト
対
応
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

開
梱
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続

す
る
と
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
で
は
自

動
的
に
設
定
が
行
わ
れ
、
即
座
に
印
刷

が
可
能
に
な
る
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
も
対

応
し
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｐ
Ｓ(W

i-F
i

Protected
Setup)

を
使
用
し
て
い
る

場
合
を
除
き
本
機
単
体
で
は
設
定
で
き

な
い
。
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今回使用したプリンタ
Photosmart Plus B209A
●日本HP ●http://welcome.hp.com/
country/jp/ja/welcome.html /

実売価格1万6000円前後
最新モデルの
プリンターを

接続してみよう！

Ｈ
Ｐ
製
プ
リ
ン
タ
で

検
証
し
て
み
た

「H
PLIP

Toolbox

」
と
い
う
設
定
ツ

ー
ル
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、
状
態

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
よ

り
便
利
に
な
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン

タ
ー
を
起
動
し
検
索
し
て
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
よ
う
。
起
動
は
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［H
PLIP

Toolbox

］
か
ら
。

こ
こ
で
紙
切
れ
や
イ
ン
ク
の
残
量
な
ど

の
状
態
を
表
示
し
た
り
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

や
プ
リ
ン
タ
ヘ
ッ
ド
の
調
整
な
ど
の
設

定
が
行
え
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら

Ｕ
Ｉ
は
す
べ
て
英
語
だ
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を

使
え
る
よ
う
に
す
る

H
P
L
IP

T
o
o
lb
o
x

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
定
に
成
功
し
た
ら
、

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
印
刷
］
で
プ
リ
ン
タ
の
設
定
を
呼
び
出

す
。［
新
規
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
検
索

す
る
の
で
し
ば
ら
く
待
つ
。「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
プ
リ
ン
タ
」
に
こ
の
プ
リ
ン
タ
の
型

番
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
選
択

し
て
［
進
む
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。「
プ

リ
ン
タ
の
説
明
」
に
は
、
わ
か
り
や
す

い
も
の
を
入
力
す
る
。
特
に
デ
フ
ォ
ル

ト
の
ま
ま
だ
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
の
も
の
と

区
別
が
つ
か
な
い
の
で
気
を
つ
け
よ
う
。

手
動
で
設
定
す
る

必
要
が
あ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

プ
リ
ン
タ
と
し
て
設
定

™[アプリケーション]-[グラフィックス]-[XSa
ne Image scanning program]で確認しよう。

スキャナも同時に使用可

™USBプリンタと混同しないようにプリンタ名と
説明を設定する。

プリンタ名を決めておくこと

™IPアドレスが表示されているものを選択するの
がコツだ。

プリンタを選択する

[システム]-[システム管理]-[印刷]で[プリンタの設定]を起
動し、認識していることを確認しよう。

プリンタが認識されている

™USB接続し［Actions］タブの［Wireless
/wifi setup〜］をクリック。

HPLIP Toolbox

™ソフトウェアセンターからHPLIP Toolboxを
検索、インストールできる。

ソフトウェアセンターから

認識され接続成功 事前共有鍵の設定 無線LANに接続する

¢

認
識
に
成
功
し
た
の
で
、
U
S
B
ケ
ー
ブ
ル

を
抜
き
な
さ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

¢

暗
号
化
方
式
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
キ
ー
（
事
前

共
有
鍵
）
を
入
力
。

¢

Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を
隠
し
て
い
な
い
場
合
は
こ
こ
に

表
示
さ
れ
る
の
で
、
選
択
す
る
。



97

Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
（
ア
イ
バ
ス
）
は
新
し
い
日

本
語
入
力
の
仕
組
み
で
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

９
・
10
か
ら
標
準
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
時
は
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と
「scim

-anthy

」

を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
た
が
、

こ
れ
は
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
で
も
同
様
で
、「IB

us-
A
nthy

」
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
。

前
の
ま
ま
が
い
い
と
い
う
場
合
に
備
え
、

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
し
か
た

も
後
述
す
る
。

日本語入力の
設定を知って
自分好みに

最適化しよう

新
し
い
日
本
語
入
力
の

仕
組
み
「
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
」

™IBusはSCIMと同じく、［半角/全角］キーあるいは
［Ctrl］＋［スペース］キーで起動する。SCIMと比べて
すっきりとしているのは好印象だ。

IBusツールバー

IBus-Anthyの［全般］タブ

［キー割り当て］タブ

初期値の設定
●入力モード
IBusが起動したときの入力モード、ひ
らがな以外を選択する理由は多くないだ
ろう

●入力タイプ
かな入力の人は、「かな」にするといい
だろう。このバージョンでは親指シフト
には未対応だ

ふるまい
●句読点スタイル
標準的な句読点のほか、コンマとピリオ
ドの組み合わせもある。コンマと句点の
組み合わせもあってもいいと思うが、現
状は用意されていない

●テンキータイプ
テンキーからの入力時、半角のまま入力
したいか、変換したいかの違いで、デフ
ォルトの「テンキーコードのまま」は前
者、「非テンキーコードに変換」が後者
である

●句読点入力時のふるまい
句読点を入力したら、スペースキーを押
さなくても自動的に変換を開始するかど
うかである。「なにもしない」と「自動
変換」が選べる

●フォーカスアウト時のふるまい
確定せずにフォーカスを外した場合にど
うふるまうかを設定する。「消去」は文
字どおり未確定文字列を消去する。「確
定」はその状態で確定する。「保持」は
特に何もしない

その他
●候補ウィンドウの項目数
スペースキーを押したときに出る候補の
数を設定

●常に記号を半角にする
その名のとおり、＠や％など、記号を半
角にする

●常に数字を半角にする
これもその名のとおり数字を半角にする
設定だ

IBus-Anthyの隠し機能

3

2

候補ウィンドウが表示され
るので、通常の変換のよう
に選択する

Shift+スペースを押す

¡再変換で候補が表示される。ただしい
つもうまくいくとは限らない。

1 確定した文字列をShift+
矢印キーで選択する

¡変換を確定したが、再変換したい部分
を選択しておく。

IBus-Anthyでは、Windowsにもある再変換機能が使える。一

度確定した文字列を削除して再入力しなくてもすむのが再変換機能

の魅力だ。

ただし、日本語の常として音読み・訓読みやら、さまざまな条件

で意図したとおりの変換候補が出てこない場合もある。その場合は

あきらめるしかない。普通に削除して再入力しよう。 標準ではDefaultのほかにATOKとWnnの
キーバインドが選択できるようになっている。
ごらんのとおりキーの割り当ては自由にでき
るようになっているが、もう少しデフォルト
のプリセットを用意してほしいところだ。

こ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「IB

u
s-A

n

thy

」
に
な
い
機
能
で
代
表
的
な
の
は
、

予
測
変
換
機
能
で
あ
る
。
キ
ー
バ
イ

ン
ド
も
「M

icro
so
ft
IM

E

」
や
「
Ｃ

ａ
ｎ
ｎ
ａ
」
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、

ロ
ー
マ
字
テ
ー
ブ
ル
の
変
更
機
能
も

な
い
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
の
せ
い
で
も

「IB
us-A

nthy

」
の
せ
い
で
も
な
い
が
、

親
指
シ
フ
ト
や
手
書
き
入
力
も
使
用

で
き
な
い
。
現
段
階
で
こ
れ
ら
の
機

能
を
使
い
た
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に

戻
す
し
か
な
い
。

必
要
な
ら
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
へ
の

切
り
替
え
を
考
慮
す
る

予
測
変
換
機
能
や

手
書
き
入
力
が
な
い

!



Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
は
な
に
ぶ
ん
新
し
い
の
で
従

来
の
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（
エ
ス
シ
ー
ア
イ
エ
ム
）

に
あ
っ
た
全
部
の
機
能
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い

え
、
普
通
に
使
う
分
に
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
問
題
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

少
し
注
意
し
て
お
き
た
い
点
に
つ
い
て

ふ
れ
て
お
く
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
Ｑ
ｔ
／

Ｋ
Ｄ
Ｅ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
日
本
語
を
入
力
し
た

い
場
合
は
、「ibus-qt4

」
と
い
う
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
の
が
望
ま

し
い
。
必
須
で
は
な
い
が
、
通
常
は
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
た
方
が
安
定
し
て
入
力

で
き
る
は
ず
だ
。
注
意
点
は
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
後
い
っ
た
ん
ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て

再
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
だ
。

ユ
ー
ザ
の
多
い
（
で
あ
ろ
う
）
Ｑ
ｔ
／

Ｋ
Ｄ
Ｅ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
に
、

「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
」
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
は
な
い
の
で
バ
イ

ナ
リ
で
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、「.deb

」

だ
っ
た
り
「.rpm

」
だ
っ
た
り
い
く
つ

か
の
選
択
肢
が
あ
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で

使
う
場
合
は
フ
ァ
イ
ル
名
に

「gcc4.qt4

」
と
入
っ
て
い
る
も
の
に
す

る
の
が
無
難
だ
が
、
普
通
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
と
「gcc4.qt3

」
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
れ
だ
と
せ
っ
か
く
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
たibus-qt4

を
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
こ
の
点
は
注
意
が
必
要
だ
。

日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
を
使
用
せ
ず
、
か

つJapanese
Team

リ
ポ
ジ
ト
リ
も
使

用
し
な
い
と
い
う
男
気
あ
ふ
れ
る
人
へ

の
注
意
点
と
し
て
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｙ
個
人
辞
書

編
集
ツ
ー
ル
（
霞
）
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
自
分
で
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
べ
し
、、
と
い
う
の
が
あ
る
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［A
nthy

辞
書
設
定
］
な
い

し
［
Ｆ
11
］
キ
ー
（
た
だ
し
キ
ー
割
り

当
て
が
デ
フ
ォ
ル
ト
の
場
合
）
で
霞
が

起
動
す
る
。
単
語
を
登
録
す
る
だ
け
な

ら
［
Ｆ
12
］
が
便
利
だ
ろ
う
。

歴
史
の
浅
い
ソ
フ
ト
で
こ
な
れ
て
い

な
い
部
分
も
あ
る
。
問
題
点
や
制
限
事

項
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
な
ど
で
報
告
し
よ
う
。

ひ
と
ま
ず
は
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
を
使
っ
て
み
て
、

ど
う
し
て
も
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
戻
す
こ
と
を
検
討
す

る
べ
き
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
機
能
を
ど

う
し
て
も
使
い
た
い
場
合
と
か
、
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｍ
に
恋
い
焦
が
れ
す
ぎ
て
片
時
も
離

れ
た
く
な
い
と
か
、
と
に
か
く
重
大
な

理
由
で
も
な
い
限
り
は
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
を
使
い

続
け
る
べ
き
だ
。
理
由
は
簡
単
で
、
Ｓ

Ｃ
Ｉ
Ｍ
か
ら
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
に
移
行
す
る
に
は

そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
な

ら
、
日
本
語
版
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

こ
れ
を
使
う
の
が
ダ
ン
ト
ツ
で
簡
単
だ
。

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
日
本
語
環
境
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
］

で
起
動
し
、
最
初
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
で
は

「scim
-anthy

」
と
「scim

-bridge-
client-gtk

」
に
、Japanese

Team

の

リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
で
は
「scim

-tom
oe

」

「tom
oe-l10n

」「tom
oe-gtk-l10n

」

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
ほ

か
の
も
の
も
一
緒
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
か
ま
わ
な
い
。
あ
と
は
指
示
に
従
っ

て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
完
了
さ
せ
る
だ
け

だ
。セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
終
了
後
、［
シ

ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
言

語
サ
ポ
ー
ト
］
で
「
言
語
」
を
起
動
し
、

「
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
に
使
う
Ｉ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
」
を
「scim

-bridge

」
に
変
更
す
る
。

ほ
か
に
も
ｓ
ｃ
ｉ
ｍ
と
つ
い
て
い
る
も
の

が
あ
る
の
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
注

意
し
よ
う
。
あ
と
は
ロ
グ
ア
ウ
ト
、
再

ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、
懐
か
し
の
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｍ
が
帰
っ
て
く
る
。
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IB
u
s-A

n
th

y

を

使
う
と
き
の
注
意

Ｑ
ｔ
／

Ｋ
Ｄ
Ｅ
で
も
日
本
語

を
入
力
す
る
場
合

1

そ
の
ほ
か

3

日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
を

使
用
し
な
い
場
合

2

霞の編集モード

™

［
Ｆ
12
］
キ
ー
で
起
動
す
る
辞
書
へ
の
単
語

登
録
モ
ー
ド
。

™

［
Ｆ
11
］
キ
ー
で
起
動
す
る
辞
書
編
集
モ
ー

ド
。

霞の単語登録モード

基
本
的
に
は
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
を

使
用
し
た
ほ
う
が
い
い

引
き
続
き
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を

使
用
す
る
と
き
は£［システム］-［システム管理］-［日本語環境セ

ットアップヘルパ］を起動する。

日本語環境セットアップヘルパ
からインストール

£「scim-anthy」と「scim-bridge-client-gtk」に
チェックを入れて先に進める。

SCIM関連に
チェックを入れる

£「scim-tomoe」、「tomoe-l10n」と「tomoe-gtk-
l10n」にチェックを入れてパッケージをインストー
ル。

tomoe関連に
チェックを入れる

£［言語サポート］で「言語」を起動し、「キ
ーボード入力に使うＩＭシステム」を「scim-
bridge」に変更する。

IMシステムを選択する
™従前から使っていてどうしても使い続け
たい機能がIBusにないというときだけSCIM
のインストールを考えよう。

SCIMのツールバー



Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
の
と
こ
ろ
に
も
書
い
た
と
お

り
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
（scim

-anthy

を
含
む
）

で
は
柔
軟
な
設
定
変
更
が
可
能
だ
。
設

定
パ
ネ
ル
も
Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
と
違
い
一
体
化
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
ち
ら
が
便
利
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
設
計
思
想
の
違

い
だ
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ

の
設
定
は
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
入
力
メ
ソ
ッ
ド
の
設
定
］

あ
る
い
は
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
ツ
ー
ル
バ
ー
の

右
か
ら
２
番
目
に
あ
る
［
コ
マ
ン
ド
メ

ニ
ュ
ー
を
表
示
］
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
さ

ら
に
［
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
設
定
］
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
。

お
す
す
め
の
設
定
は
下
の
と
お
り
だ
。

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
項
目
が
あ
る
の

で
、
気
に
な
る
も
の
は
確
認
し
て
み
る

と
い
い
だ
ろ
う
。

Ｉ
Ｂ
ｕ
ｓ
は
現
状
だ
と
、
組
み
合
わ
せ

る
変
換
エ
ン
ジ
ン
は
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｙ
し
か
な

い
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
は
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｙ
の
ほ

か
に
も
予
測
入
力
で
バ
リ
バ
リ
と
入
力

で
き
る
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
や
、
い
に
し
え
の

デ
フ
ォ
ル
ト
変
換
エ
ン
ジ
ン
Ｃ
ａ
ｎ
ｎ
ａ

な
ど
、
充
実
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
試
し
に
「scim

-prim
e

」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
み
る
。
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ

ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
で
検

索
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
の
が
い
い

だ
ろ
う
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
、
い
っ
た
ん
ロ
グ

ア
ウ
ト
し
て
再
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｙ
の
王

冠
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
［
日

本
語-

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
］
と
い
う
候
補
が
出

て
く
る
の
で
、
こ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

王
冠
の
ア
イ
コ
ン
が
タ
イ
焼
き
の
ア
イ

コ
ン
に
変
化
し
、［
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
］
と

い
う
文
字
列
が
表
示
さ
れ
れ
ば
切
り
替

え
に
成
功
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
は

予
測
変
換
専
用
の
辞
書
を
搭
載
し
て
い

る
の
で
、
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｙ
の
よ
う
に
今
ま
で

に
確
定
し
た
候
補
し
か
出
て
こ
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
英
語
の
辞
書
も
搭
載
し
て
い
る
の

で
、
英
文
入
力
の
際
に
も
役
に
立
つ
。

た
だ
し
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
は
こ
の
先
い
つ

ま
で
使
用
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
過
度
に
依
存
す
る
の
は
危
険
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
頭
の
隅
に
入
れ
て
お

こ
う
。
具
体
的
に
は
、
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
1.8
関

連
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
あ
る

う
ち
だ
。
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¡［SCIM入力メソッ
ド］から設定項目を
変更できる。

入力設定の変更
自
分
好
み
の
入
力
設
定

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
設
定
を

変
更
す
る

予
測
入
力
が
使
え
る

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
な
ど
も
あ
る

Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｙ
以
外
の

変
換
エ
ン
ジ
ン
を
使
う

¡［ パネル］ -［ GTK］ -
［候補ウィンドウを縦に表
示］にチェックを入れる。な
お、[スティックアイコンを表
示]は、一度オンにして再度
オフにしても通知トレイにア
イコンは出たままになる。

おすすめ設定 変換候補を表示する
候補ウィンドウを縦にする1

¡［一般］タブで設定する。
ローマ字、かな、親指シフ
ト方式などが選べる。しか
し、この本の読者で親指シ
フターはいるのだろうか？

おすすめ設定 変換モードを
好みにあわせて変更する2

¡［キーバインド］タブで設定する。
［キーバインドテーマ］にもATOK、
Canna、Microsoft IME、VJE-Delta、
Wnnがあらかじめ登録されている。

おすすめ設定 キーバインドテーマを
変更して使いやすく3

¡［ローマ字入力］タブで設
定する。［ローマ字テーブル］
には標準設定、ATOK、AZIK、
Canna、 Microsoft IME、
VJE-Delta、Wnnがあらかじ
め登録されている。

おすすめ設定 ローマ字テーブルの変更4

¡［かな入力］タブで設定
する。英語キーボードや月
配列向けの設定もある。も
ちろん親指シフトの設定もあ
るのは言うまでもない。

おすすめ設定 かな入力5

¡［予測］タブで設定する。
デフォルトでオンになってい
るが、入力中に候補を出し
たい場合は［予測入力中に
予測候補を表示する］にチ
ェックを入れる。

おすすめ設定 予測変換候補の
表示をオンにする6



「
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｘ
３
」
は
有
償
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
の
で
購
入
す
る
必
要
が
あ

る
。
購
入
パ
タ
ー
ン
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
Ａ
Ａ
Ａ
優
待
販
売
で
購
入
す
る
の

が
お
得
だ
ろ
う
。
Ａ
Ａ
Ａ
優
待
販
売
の

ポ
イ
ン
ト
は
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
単
体
の
登
録
ユ

ー
ザ
か
ど
う
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ン
ド

ル
版
を
含
む
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
用
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
は

も
ち
ろ
ん
、
他
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し「
一
太
郎
」や

「JustSuite

」
な
ど
、
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
が
含

ま
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
は
対
象
と
な

ら
な
い
。
と
に
か
く
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
単
体
で

の
ユ
ー
ザ
登
録
が
必
要
で
あ
る
。
左
の

価
格
調
査
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

優
待
な
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
版
と
優
待
あ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
版
で
は
、
実
売
ベ
ー
ス

で
も
倍
ほ
ど
の
価
格
差
が
あ
る
。
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Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｘ
３
を

購
入
し
て
使
う
方
法

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｘ
3

f
o
r
L
i
n
u
x
を
使
う

謝辞
奇しくもUbuntu 9.10リリースと同日の10月29日、

ATOKの開発元であるジャストシステムの創業者で
会長・副会長だった浮川夫妻が、取締役を辞任する
というニュースが流れた。筆者がジャストシステム本
社で聞いた話によると、ATOK X3でUbuntuサポー
トを開始したきっかけは浮川和宣氏の「鶴の一声」と
のことだ。確かに、発表当初はUbuntuのサポート
はもちろん、インストールのための参考情報すらなか
ったと記憶している。浮川氏のこの英断と、語り尽
くせぬほどの偉大な功績に、この場を借りて御礼申
し上げるととともに、ここでお知らせさせていただく
ものである。（あわしろいくや）

™

時
候
の
あ
い
さ
つ
な
ど
知
ら
な
く
て
も
、
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
が
き
ち
ん
と
知
識
不
足
を
補
完
し
て
く

れ
る
と
い
う
例
だ
。

ATOK X3の入力中の例

日本語入力ならコレにおまかせ ATOK X3 for Linux価格（編集部調べ）

●パッケージ製品
市販実売価格 1万300円前後
Just MyShop価格 1万290円

●ダウンロード版
Just MyShop価格 7350円

●AAA優待版パッケージ製品
Just MyShop価格 5250円

●AAA優待版ダウンロード
Just MyShop価格 4725円

ATOK X3 for Linux

¡ごぞんじ、日本語入力の雄。「これ
がないと原稿を書くスピードが半分に
落ちる」という人がJapanese Team
メンバーにもいたりする。

ATOK X3 for LinuxをUbuntuに入れる手順

gtk.immodulesという空のファイルを作成する
$ sudo touch /etc/gtk-2.0/gtk.immodules

パッケージ版の場合はCD-ROMのフォルダに移動する。
$ cd /media/cdrom

ダウンロード版の場合は、アーカイブを解凍してそのフォルダ
に移動する
$ tar xf atokx3.tar.gz

$ cd ATOKX3

セットアップスクリプトを実行する
$ sudo bash ./setupatok_deb.sh

「ATOK X3 for Linux アップデートモジュール」を以下のURI
からダウンロードする
http://support.justsystems.com/faq/1032/app/serv

let/qadoc?QID=042459

アップデートモジュールを解凍して実行する
$ tar xf atokx3up2.tar.gz

$ cd atokx3up2

$ sudo bash ./setupatok_up2_deb.sh

「ATOK X3 for Linux Ubuntu 9.04(GTK+ 2.16) 対応モジ
ュール」を以下のURIからダウンロードする
http://support.justsystems.com/faq/1032/app/serv

let/qadoc?QID=044668

9.04対応モジュールを解凍する
$ sudo tar xf atokx3gtk216.tar.gz -C /

設定スクリプトを実行する
$ sudo bash

/opt/atokx3/sample/setting_debian4.sh

いったんログアウトして、再ログインする

ATOKのステータス表示を消す方法

「アプリケーションウィンドウや入力カーソルの下に表示される
［ATOK］を非表示にしたい（参考情報）」から「IIIMF ステータ
ス非表示ツール」をダウンロードする
http://support.justsystems.com/faq/1032/app/serv

let/qadoc?QID=037494

「IIIMF ステータス非表示ツール」を解凍する
$ gzip -d iiimf_status_hide.gz

「IIIMF ステータス非表示ツール」を移動する
$ sudo mv iiimf_status_hide /opt/atokx3/sample/

「IIIMF ステータス非表示ツール」に実行権限を与える
$ sudo chmod +x /opt/atokx3/sample/iiimf_sta-

tus_hide

設定ファイルを書き換え、ログイン時に自動実行するように変
更する
$ sudo gedit /etc/X11/xinit/xinput.d/iiimf

行末に以下を追加する
/opt/atokx3/sample/iiimf_status_hide

いったんログアウトして、再ログインする

2

3

5

6

7

8

9

1

1

2

3

4

5

6

4

ATOKをインストールすると、初期設定でウィンドウの左下に

[ATOK]というステータスが表示されるようになり、結構じゃまく

さいと感じる人もいるだろう。これを消すには次のようにする。

ATOKを使う上での注意点!
執筆段階(2009年11月上旬)では、Ubu

ntu 9.10はATOK X3のサポート対象とは
なっていないが、動作は特に問題ないこ
とを確認している。そのほかの注意点な
どはジャストシステムのWebサイトにある
ので、目を通しておくといいだろう。Ubu

ntu 9.10サポート情報も、本誌が発売さ
れる頃には掲載されているかもしれない。
http://support. justsystems.com/
faq/1032/app/servlet/qasearchtop?M
AIN=001003002001001

●ジャストシステム
●http://www.justsystems.
com/jp/products/atok_linux/



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・10
か
ら
は
「
Ｕ
ｂ
ｕ

ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い

う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
追
加
と
削
除

の
た
め
の
ツ
ー
ル
が
追
加
さ
れ
た
。
他

に
も
「
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
」
や
９
・
04
ま
で
の
「
追

加
と
削
除
」、
加
え
て
コ
マ
ン
ド
か
ら
の

操
作
も
可
能
だ
。

ま
ず
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

の
使
い
方
を
説
明
し
て
い
こ
う
。
画
面

左
上
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
［
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
］-

［
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
セ
ン
タ
ー
］
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
起
動

す
る
。「
ア
ク
セ
サ
リ
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
選
べ
る
し
、
右
上
の
検
索
窓
か
ら

検
索
も
で
き
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
名
の
右
側

に
矢
印
が
現
れ
る
の
で
、
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
詳
細
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
だ
け
で
、
ア
プ
リ
が
追
加
さ
れ
る

ぞ
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
よ
う
に
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ダ
ブ
ル
ク

リ
ッ
ク
し
て
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
際
に

使
わ
れ
る
のｇ
ｄ
ｅ
ｂ
ｉ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
イ

ン
ス
ト
ー
ラ
だ
。
た
だ
し
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
で
は
こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
け
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
き
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
の
は

ま
れ
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

な
ど
が
あ
っ
て
も
自
動
で
更
新
さ
れ
な

い
の
で
、
推
奨
さ
れ
る
方
法
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
ｇ
ｄ
ｅ
ｂ
ｉ
を
使
っ
た
イ
ン

ス
ト
ー
ル
方
法
を
採
る
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
」

を
例
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
は
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
配
布
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
に
い
き
、

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
用
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
探
す
。

ま
た
配
布
さ
れ
て
い
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

使
用
し
て
い
る
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
に
対
応
し
て
い
る
か
も
確
認
し
よ

う
。
ま
た
、
32
ｂ
ｉ
ｔ
（
ｘ
86
）版
と
64

ｂ
ｉ
ｔ
（
ａ
ｍ
ｄ
64
）
版
も
自
分
の
環

境
に
合
っ
た
も
の
を
選
択
し
よ
う
。
通

常
は
32
ｂ
ｉ
ｔ
版
を
選
べ
ば
い
い
。
あ

と
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル

を
開
始
し
よ
う
。
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Ubuntuの
アプリケーション

インストールは
カンタンだ！

™説明を読んで気に入ったら「インス
トール」をクリックしよう。

インストールをクリック

™これでダウンロードしたパッケージを使用
できるようになった。

インストール完了

™パッケージをクリックすると、右側
に矢印が現れるのでクリックしよう。

パッケージの詳細を表示

™インストーラが起動して、依存関係
をチェックする。エラーがなければ、「パ
ッケージのインストール」をクリック。

gdebiで実行

™ダウンロードしたパッケージをダブル
クリックしよう。gdebiが起動する。

パッケージを開く

™使用しているUbuntuのバージョン
とアーキテクチャに合ったパッケージ
をサイトからダウンロードしよう。

ダウンロード

™これでインストールは完了だ。追加
したアプリケーションはメニューに追
加される。

インストール完了

™インターネット上からパッケージを
取得してきて、インストールが始まる。

インストール開始

™パスワードの入力を求められるので、パ
スワードを入力しよう。

パスワードを入力しよう

™カテゴリごとに閲覧する方法と、右
上の検索窓にキーワードを打ち込む方
法が使える。

パッケージを探す

™［アプリケーション］-［Ubuntuソフト
ウェアセンター］をクリックして起動。

ソフトウェアセンター

™削除するには、もう一度パッケージを選
択して、「削除」をクリックするだけ。

削除方法 Un
install

™削除する場合は、Sypaticパッケージマ
ネージャを使おう。使い方は次ページ参照。

削除方法 Un
install

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

を
使
っ
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル

g
d
e
b
i

を
使
っ
て

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ

ー
よ
り
も
詳
細
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
管
理
が

で
き
る
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
を
使
っ
て
み
よ
う
。
と
言
っ

て
も
難
し
い
こ
と
は
な
く
、［
シ
ス
テ

ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-
［
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ

ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
］
で

起
動
で
き
る
。

Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
で
は
、Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
厳
選

さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
リ
ポ

ジ
ト
リ
と
い
う
サ
ー
バ
に
含
ま
れ
て
い

る
全
て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
で
き
る
。
ま
た
詳
細
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

検
索
や
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
状
態
に
よ
る

分
類
、
カ
テ
ゴ
リ
に
よ
る
検
索
も
で
き

る
。
た
だ
し
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
セ
ン
タ
ー
と
違
っ
て
、
Ｇ
Ｕ
Ｉ
を

持
た
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
あ
る
の
で
、
Ｇ

Ｕ
Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ど
う
か
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
説
明
を
よ
く
読
も
う
。

Ｇ
Ｕ
Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
を
検

索
し
た
い
場
合
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
や
コ
ラ
ム
で
紹
介

し
て
い
る
「
追
加
と
削
除
」
を
使
お
う
。

［
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］-

［
ア
ク
セ
サ

リ
］-

［
端
末
］
か
ら
起
動
で
き
る
「
端

末
」
で
コ
マ
ン
ド
を
使
っ
て
も
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
管
理
が
で
き
る
。
コ
マ
ン
ド
ラ

イ
ン
で
の
操
作
は
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
や
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ

に
比
べ
る
と
、
直
感
的
に
操
作
し
づ
ら

い
が
、
慣
れ
て
し
ま
う
と
コ
マ
ン
ド
の

方
が
速
か
っ
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
名
さ
え
わ
か
れ
ば
、
い
く
つ

も
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ま
と
め
て
導
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ

ｃ
で
ひ
と
つ
ず
つ
マ
ー
ク
し
て
い
く
と

い
っ
た
作
業
が
必
要
な
い
。「apt-get

」

コ
マ
ン
ド
が
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
情
報
の
更

新
や
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、

削
除
な
ど
を
担
当
し
、apt-cache

コ
マ

ン
ド
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
検
索
や
詳
細

表
示
と
い
っ
た
部
分
を
担
当
し
て
い
る
。

リ
ポ
ジ
ト
リ
を
更
新
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド

で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
検
索
し
て
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
詳
細
を
見
て
内
容
を
確
認
、
次

に
実
際
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
い
う
流
れ

で
進
め
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
。

102

™パッケージを右クリックして「削除指定」
し、ツールバーの「適用」をクリック。設
定も削除するなら「完全削除指定」だ。

削除方法 Un
install Ｓ

ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
を

使
っ
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル

コ
マ
ン
ド
を
入
力
し
て

イ
ン
ス
ト
ー
ル

™インストールしたいパッケージが
見つかったら、右クリックして
［インストール指定］をクリック
しよう。

インストール指定

™パッケージのダウンロードとインストールが
終わり、この画面が出たら完了だ。

インストール完了

™ツールバーの［検索］をクリッ
クして、キーワードを入力しよう。
「検索対象」で検索の範囲を指定
できる。

キーワードで検索

™確認画面ではインストールされるパ
ッケージを確認して「適用」をクリック。

確認画面

™インストールしたいパッケージに
マークをつけ終わったら（複数で
も可）、ツールバーの「適用」を
クリックしよう。

適用をクリック

™まずはツールバー左端の［再読込］を
クリックしてリポジトリの情報を更新。

これがSynapticだ

™［システム］-［システム管理］-
［Synapticパッケージマネージャ］
から起動しよう。Ubuntuソフト
ウェアセンターに比べて詳細なパ
ッケージ管理ができるぞ。

Synapticの起動

™インストール指定すると、このようにマー
クがつく。削除も同様に行える。

マークされた

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン

タ
ー
に
置
き
換
え
ら
れ
る
形
で
、
９
・

04
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
「
追
加
と
削

除
」
は
初
期
状
態
で
は
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
Ｕ
ｎ
ｉ

ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
は
ま
だ
存

在
し
て
い
る
の
で
、「
追
加
と
削
除
」

を
使
い
た
い
場
合
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
セ
ン
タ
ー
で
「A

d
d
/R

em
o
ve

A
p

p
licatio

ns

」
を
探
し
て
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
よ
う
。
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
で
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
場
合
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
名
は
「g

n
o
m
e
-a

p
p
-in

sta
ll

」

だ
。

今
ま
で
の

「
追
加
と
削
除
」
は

ど
こ
に
行
っ
た
の
？

!

™［システム］-［システム管理］-［アプリ
ケーションの追加と削除］から起動できる。

「追加と削除」が使えるように

™Ubuntuソフトウェアセンターで「Add/
Remove Applications」を検索。

「追加と削除」をインストール

apt-getコマンドの概略

●リポジトリ情報の更新
sudo�apt-get�update

●パッケージの検索
apt-cache�search�キーワード

●パッケージの詳細表示
apt-cache�show�パッケージ名

●パッケージのインストール
sudo�apt-get�install�パッケージ名

●パッケージの削除
sudo�apt-get�remove�パッケージ名



［追加］を
クリックする
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Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
は
豊

富
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

リ
ポ
ジ
ト
リ
に
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
追
加

し
た
い
時
も
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
Ｌ
ａ

ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
Ｐ
ａ
ｄ
内
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
リ
ポ
ジ
ト

リ
を
探
し
て
み
よ
う
。
フ
リ
ー
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
が
見
つ
か
る
ぞ
。Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・

04
ま
で
は
、
Ａ
Ｐ
Ｔ
ラ
イ
ン
を
追
加
し

て
か
ら
公
開
鍵
の
追
加
を
端
末
で
行
う

と
い
う
手
順
が
必
要
だ
っ
た
が
、
９
・

10
で
は
、
た
っ
た
１
行
コ
ピ
ペ
す
る
だ

け
で
Ｐ
Ｐ
Ａ
リ
ポ
ジ
ト
リ
が
追
加
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
P
P
A
パ
ッ
ケ

ー
ジ
名
」
な
ど
と
検
索
し
て
、
開
い
た

ペ
ー
ジ
か
ら
、
「ppa:chrom

ium
-

daily/ppa

」
の
よ
う
に
書
か
れ
た
行
を

コ
ピ
ー
す
る
。
次
に
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・

ソ
ー
ス
］
を
開
い
て
、「
他
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
」
の
タ
ブ
を
開
き
追
加
画
面
で
、

ペ
ー
ス
ト
す
れ
ば
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
追
加

は
完
了
だ
。 リポジトリの

追加について
理解する

Ｐ
Ｐ
Ａ
リ
ポ
ジ
ト
リ
の

追
加
の
し
か
た

£［システム］-［システム
管理］-［ソフトウェア・ソ
ース］を開いて「他のソフト
ウェアタブ」を表示させよう。

ソフトウェアソースを開く

£続いてSynapticパッケージマネージ
ャなどで、パッケージをインストールし
よう。

パッケージのインストール

£［追加］をクリック
して現れた画面のAPT
ラインの欄に先ほどコ
ピーしたものを貼り付
けて、［ソースを追加］
をクリックしよう。

APTラインにペースト

£このような画面が現れるの
で、パッケージ情報を更新
するために、［再読込］をク
リック。

リポジトリの更新

£［他のソフトウェア］タブ画面の左
下に表示されている［追加］をクリ
ックしよう。

リポジトリ
追加完了

£PPAリポジトリが追加さ
れた。画面右下の［閉じる］
をクリックしよう。

PPAリポジトリを
検索して探す

£Launchpad内やGoogleなどの検索
エンジンで「PPA パッケージ名」な
どとして検索。「ppa:chromium-
daily/ppa」のように書かれている行
をコピーする。

使
わ
な
く
な
っ
た
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、

［
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ソ
ー
ス
］
を
開
い

て
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
外
せ

ば
い
い
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
通

常
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
戻

す
に
は
、
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
を
開
い

て
、
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
［
パ
ッ
ケ
ー

ジ
］-

［
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
強
制
］
を
選

択
し
て
「no

w

」
の
文
字
列
が
入
っ

て
い
な
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
選
択
し
よ

う
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ソ
ー
ス
で

チ
ェ
ッ
ク
を
は
ず
す

使
わ
な
く
な
っ
た

リ
ポ
ジ
ト
リ
の

削
除
の
し
か
た

!



フ
リ
ー
な
ラ
イ
セ
ン
ス
で
は
な
い
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
リ
ポ
ジ
ト

リ
内
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
パ
ッ
ケ
ー

ジ
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は
、
サ
ー
ド
パ

ー
テ
ィ
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
追
加
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
サ
ー
ド
パ
ー
テ

ィ
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
信
用
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
の
み
追
加
し
、
む
や
み
に
多
く

の
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
追
加
す
る
の
は
や
め

よ
う
。
ま
た
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
用
の
リ
ポ

ジ
ト
リ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
、
使
用

し
て
い
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
合
っ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
し
よ
う
。
一
般
的
に
は
、

Ａ
Ｐ
Ｔ
ラ
イ
ン
の
追
加
か
ら
、
公
開
鍵

の
追
加
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
と
い
う
手
順
で
行
う
。
リ
ポ
ジ
ト
リ

の
追
加
方
法
が
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
へ
行

き
、「
ｄ
ｅ
ｂ
」か
ら
始
ま
る
行
を
コ
ピ
ー

し
よ
う
。
続
い
て
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ

ス
テ
ム
管
理
］-

［
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ソ

ー
ス
］
を
開
き
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
追
加

画
面
に
ペ
ー
ス
（
前
ペ
ー
ジ
参
照
）。
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
配
布
者
に
よ
っ
て
署
名
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
公

開
鍵
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
。

こ
こ
ま
で
、
様
々
な
リ
ポ
ジ
ト
リ
の

追
加
方
法
を
紹
介
し
て
き
た
が
、サ
ー
ド

パ
ー
テ
ィ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
含
め
、様
々

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
簡
単
に
導
入
で
き
る

「U
buntu

Tw
eak

」
と
い
う
ツ
ー
ル
が

あ
る
。U

buntu
Tw

eak

は
リ
ポ
ジ
ト
リ

の
追
加
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の

か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
便
利
ツ
ー

ル
だ
。U

buntu
T

w
eak

は
「T

ua
latrix

」
さ
ん
のPPA

( https://lau
nchpad.net/~tualatrix/+archive/p
pa

)

か
ら
導
入
し
よ
う
。

104

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
の

リ
ポ
ジ
ト
リ
の
追
加
方
法

U
b
u
n
tu

T
w
e
a
k

を

使
っ
て
追
加
す
る

™あとはSynapticで「再読込」してか
らインストールすれば作業は完了だ
（102ページ参照）。

パッケージのインストール

™「ソフトウェア・ソース」を開き先
ほどコピーしたAPTラインをペースト
する（前ページ参照）。

APTラインの貼り付け

™［アプリケーション］-［システムツール］-
［Ubuntu Tweak］から起動しよう。

Ubuntu Tweakの起動

™右下の「ロックの解除」をクリックしてパス
ワードを入力すると操作できるようになる。追
加したいリポジトリにチェックを入れよう。

サードパーティのリポジトリの追加

™Synapticで「ubuntu-tweak」パッケージをイ
ンストールしよう。

Synapticでインストール

™チェックを入れた後は、「更新」をクリッ
クしてから、「追加と削除」に戻ってアプ
リをインストールしよう。

「更新」してからインストール

™「追加と削除」の項目ではUbu
ntu Tweakおすすめの厳選アプリケ
ーションをインストールできる。

厳選アプリが並ぶ

™Ubuntu Tweakは左側にメニュ
ーがあり、「アプリケーション」の
項目で、パッケージに関する様々
な操作を行える。

Ubuntu Tweakの画面

™ソフトウェアソースを開いて先
ほどコピーした文字列を貼り付け
よう（前ページ参照）。

ソフトウェアソースに追加

™「Tualatrix」さんのPPAリポジ
トリを追加するために「ppa:tua
latrix/ppa」という文字列をコピ
ーする。

PPAの追加

¡パッケージの配布ペ
ージでリポジトリの追
加方法を開き、「deb」
から始まるaptライン
をコピーする。

APTラインのコピー

™ページの指示に従って、公開鍵を登
録しよう。公開鍵によって、配布者
が署名したパッケージであるか自動で
チェックされる。だいたいは端末から、
公開鍵を取得するためのコマンドが指
示されているはずだ。

公開鍵の登録

便
利
な

ス
ク
リ
プ
ト
も

追
加
で
き
る

!

™「画像を壁紙として設定」を追加すれば、
画像を右クリックしてスクリプトを実行する
だけでデスクトップの背景を変えられる。

™［個人用］-［スクリプト］では、
Nautilusの右クリックメニューから
実行できるスクリプトを追加できる。
便利なスクリプトぞろいだ。
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Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
日
本
語
環
境
で
使
用

す
る
際
に
、
便
利
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ま

と
め
て
追
加
で
き
る
「
日
本
語
環
境
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
」
を
紹
介
し
よ
う
。

付
録
Ｃ
Ｄ
や
日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
Ｃ
Ｄ

に
は
標
準
で
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
33
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
日
本
語
Ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｘ
と
同
等
の
環
境

に
し
よ
う
。

起
動
は
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム

管
理
］-

［
日
本
語
環
境
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
・
ヘ
ル
パ
］
か
ら
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

ラ
イ
セ
ン
ス
や
配
布
元
に
よ
っ
て
４
つ

の
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。
イ
ン
ス
ト

ー
ル
し
た
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
て
［
Ｏ
Ｋ
］
を
押
し
て
い
こ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
ら

必
ず
入
れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
「Flash

Player

」
も

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
か
ら
導
入
で
き

る
。
主
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
以
下
の
と
お

り
だ
。

使い始めに
基本的な

パッケージを
導入しておこう！

日
本
語
環
境
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
を
利
用
す
る

2ちゃんねる関連

Ubuntu標準のフォントではア
スキーアートがずれてしまう。
そんな時は小夏フォントをイン
ストールして使ってみよう。ま
た2ちゃんねる専用ブラウザJD
もインストールできる。これで
Ubuntuでも安心して(?)2ちゃ
んねるを楽しめるぞ。

メールクライアント

WindowsではThunderbird
を使っていたという人のために、
Thunderbirdとその翻訳ファイ
ルがインストールできる。Jap
anese Team内にもファンが
多いSylpheedメールクライア
ントもインストールできる。

アドビ関連

言 わ ず と し れ た Flash
Playerはインストールしておこ
う。さらに、高機能なPDFビュ
ーアであるAdobe Readerも
インストールしておこう。また
Ubuntu標準のPDFビューアの
evince用に「poppler-data」
もインストールしておくといい。

日本語フォント

高品位なゴシック体と明朝体
を含むIPAフォントは文書を印
刷する際に重宝するのでインス
トールしておこう。さらに小夏
フォント、梅フォント、IPAモ
ナーフォント、Adobe Rea
der用IPAモナーフォントがイ
ンストールできる。

™multiverseリポジトリ内のパッケージ。Fla
sh Playerとpoppler-dataは入れておこう。

Multiverse

™main/universeリポジトリ内の日本語環境
向けおすすめパッケージ。

Main/Universe

™他のパッケージ管理ソフトウェア
を終了させておこう。また、イン
ターネットに接続していることを
確認して、［OK］をクリック。

起動するときの注意

™4つのカテゴリからパッケージを選
択し終わったら、パッケージのダ
ウンロードとインストールが始ま
る。

インストール

™Japanese Teamリポジトリのnon-
freeなライセンスのパッケージ。

ノンフリーなパッケージ

™Japanese Teamリポジトリのフリー
なライセンスのパッケージ。

Japanese Teamリポジトリ

™この画面が表示されたら、作業
は完了だ。他のパッケージを追加
したくなったら、またセットアップ
ヘルパを起動しよう。

いつでも追加できる

¢

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
日

本
語
環
境
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
・
ヘ
ル
パ
］
か
ら
起

動
し
よ
う
。

ヘルパの起動

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
標
準
の
動
画
プ
レ
イ

ヤ
ー
で
あ
る
Ｔ
ｏ
ｔ
ｅ
ｍ
は
、
コ
ー
デ

ッ
ク
が
足
り
な
く
て
、
動
画
や
音
楽

を
再
生
で
き
な
い
と
き
は
、
必
要
な

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
自
動
で
検
索
し
て
く

れ
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
指
示
に

従
っ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
追
加
す
る
と

再
生
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

動
画
や
音
楽
再
生

コ
ー
デ
ッ
ク
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル

!

™インストールが完了すると再生でき
るようになる。

再生できるように

™必要なコーデックが表示されるので、
「インストール」をクリック。

コーデックのインストール

™コーデックが不足していると、このよう
に警告が出る。「検索」をクリックしよう。

コーデックが足りないと
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Ubuntuユーザ
専用サービス!?
Ubuntu Oneを

使ってみよう！

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
か
ら
標
準
搭
載

さ
れ
た
「U

buntu
O

ne

」
は
複
数
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
サ
ー
バ
を
通
じ
て
同
期
し
て
く
れ

る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
同
じ
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ
ｂ
ｏ
ｘ
が
あ
る
。
２
Ｇ

Ｂ
ま
で
は
無
料
で
利
用
で
き
、
ア
ド
レ

ス
帳
の
同
期
や
Ｔ
ｏ
ｍ
ｂ
ｏ
ｙ
メ
モ
の
同

期
機
能
も
備
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
ま

だ
ベ
ー
タ
な
の
で
、
大
事
な
フ
ァ
イ
ル

は
置
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ™［アプリケーション］-［インターネット］-［Ubun

tu One］をクリックしよう。

Ubuntu Oneの設定

™アカウントを持っていない場合は、このページでLaunc
hpadアカウントを作成しよう。

アカウントを登録
¢
U
buntu

O
ne

の
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
る
の
で

［S
ign

in

］
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。

サインイン
¢

ホ
ー
ム
フ
ォ
ル
ダ
内
の
「U

buntu
O
ne

」

と
い
う
フ
ォ
ル
ダ
が
サ
ー
バ
と
同
期
す
る
。
フ

ァ
イ
ル
を
置
い
て
み
よ
う
。

ファイルを置いてみよう

¢

ウ
ェ
ブ
上
で
も
フ
ァ
イ
ル
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ウェブでも確認できる

™画面右上に表示される雲のアイコンを右クリックし
て［Webに移動］をクリック。

ウェブに移動

™この画面で各コンピュータを識別するために、
コンピュータ名を設定しよう。

コンピュータを登録

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
Ｏ
ｎ
ｅ
の
特
徴
は
こ
の
6
つ

™複数のPCを持っていても、Ubuntu
Oneを使えば、どのPCのUbuntuOneフ
ォルダの中身も一緒にできる。

複数のPCでデータを同期できる1

™Ubuntu One内のフォルダを右クリックして「Ubuntu
Oneで共有する」をクリックするだけで簡単に他の人と
フォルダを共有できる。

ファイル共有2

™Tomboyの設定で、同期先をUbuntu Oneにすれば、
Tomboyメモが他のPCやウェブから編集できる。

メモの同期3

™Evolutionのアドレス帳がUbuntu Oneで同期できる。
家に帰らなくてもウェブからアドレスを調べられる。

アドレス帳の同期4

™「bindwood」というパッケージをインストールすると、
Firefoxアドオンとして追加され、ブックマークを同期し
てくれる。

ブックマークの同期5

™無料では2GBまでしか使うことができないが、クレジ
ットカードを使って月額10ドルの有料プランに申し込め
ば50GBの容量を使える。

50GBの有料プランも6



Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
な
ど
ほ
か
の

Ｏ
Ｓ
で
動
か
す
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

だ
。
一
太
郎
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ

Ｘ
を
用
い
た
ゲ
ー
ム
も
動
作
す
る
。
現

在
も
活
発
に
開
発
中
で
あ
り
、
か
つ
完

璧
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
動
く
も
の

も
あ
れ
ば
動
か
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま

ず
は
試
し
て
み
よ
う
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
で
は
、
1.0
系
列

と
1.2
系
列
の
２
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
使

用
で
き
る
。
前
者
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
名
は

「
ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
ｗ
ｉ
ｎ

ｅ
1.2
」
だ
。
こ
こ
で
は
、
後
者
を
使
用

す
る
。
開
発
版
な
の
で
、
よ
り
多
く
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
動
作
す
る
と
期

待
で
き
る
か
ら
だ
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
行
う
。
具
体
的
な
操
作
は
、
１
０

１
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
よ
う
。
よ
り
新

し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
使
用
し
た
い
場
合
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ソ
ー
ス

で
、
次
の
行
を
追
加
し
よ
う
。

ppa:ubuntu-w
ine/ppa
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Wineを使って
Ubuntuで

Windowsアプリ
を動かそう！™Windows用3D地図ナビゲータ「カシミール3D」を

Wine上で動かしてみた例。

Wineで試してみよう

Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

関連づけの変更
関
連
づ
け
の
設
定
を

Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
に
変
更
す
る

Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
だ
け

で
も
使
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
フ
ォ

ン
ト
が
き
わ
め
て
見
に
く
い
の
で
、
下

の
手
順
で
フ
ォ
ン
ト
の
サ
ブ
ピ
ク
セ
ル

レ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
設
定
を
有
効
に
す
る

と
い
い
だ
ろ
う
。

フ
ォ
ン
ト
の
設
定

¢

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
の
ア
プ
リ

だ
け
フ
ォ
ン
ト
が
見
劣
り
す
る
、
と
い
う
こ
と

が
な
く
な
っ
た
。
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
恩
恵
だ
。

フォントがキレイ！

ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
場
合
は
、
音

が
出
な
い
と
と
て
も
寂
し
い
。［
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
］-

［W
ine

］-

［C
onfigu

re
W

ine

］
で
設
定
画
面
を
表
示
し
、

［
オ
ー
デ
ィ
オ
］
タ
ブ
で
［
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
ド

ラ
イ
バ
］
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
と
、

PulseAudio

経
由
で
音
が
出
る
よ
う
に

な
る
。
も
ち
ろ
ん
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ス
ピ
ー
カ
ー

で
も
大
丈
夫
だ
。

デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
な
ぜ
か
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
用
の
実
行
フ
ァ
イ
ル
が
「
書
庫
マ

ネ
ー
ジ
ャ
」
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
に
関
連
づ
け
す
る
に
は
、

実
行
フ
ァ
イ
ル
を
右
ク
リ
ッ
ク
し
［
プ

ロ
パ
テ
ィ
］
を
開
く
。［
開
き
方
］
タ

ブ
で
［W

ine
W

indow
s

Program
Loader

］
を
選
択
す
れ
ば
、
以
降
は
Ｗ

ｉ
ｎ
ｅ
で
開
か
れ
る
。

オ
ー
デ
ィ
オ
の
設
定
で

効
果
音
な
ど
を
鳴
ら
す

ALSAドライバをチェックフォントを見やすくするための手順
otf-ipafontをインストールしたら、端末で以下を実行する（otf-ipafont
は「日本語環境セットアップ・ヘルパ」から導入できる）
$�ln�-s�/usr/share/fonts/opentype/ipafont/*.otf

.wine/drive_c/windows/Fonts/

フォントをアンチエイリアシング（正確にはサブピクセルレンダリング）す
る場合、レジストリの設定を行う。geditなどで、以下の内容で
winefont.regを作成する。

REGEDIT4

[HKEY_CURRENT_USER\Control�Panel\Desktop]

"FontSmoothing"="2"

"FontSmoothingType"=dword:00000002

"FontSmoothingGamma"=dword:00000578

"FontSmoothingOrientation"=dword:00000001

作成した設定ファイルを読み込ませる。
$�regedit�winefont.reg

次に起動したアプリケーションから、アンチエイリアシングが有効にな
る。

より細かな設定を行いたい場合は、以下のファイルを取得し、これを端
末から実行しよう。
http://files.polosatus.ru/winefontssmoothing_en.sh

なお、ttf-ipafontなどビットマップフォントを内蔵しているフォントでは、
この設定は有効にならない。

2

1

3

4

5

■
一
太
郎
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
２

（
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
）

１
９
９
９
年
発
売
の
一
太
郎
の
機

能
限
定
版
だ
。
古
い
ソ
フ
ト
だ
が
、

過
去
の
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ

よ
り
も
ま
と
も
に
動
い
て
い
る
。

■
一
太
郎
ビ
ュ
ー
ア
２
０
０
９

（
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
）

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
問
題
な
い
が
、
フ

ァ
イ
ル
を
読
み
込
む
と
落
ち
て
し
ま

っ
た
。

■
ル
セ
ッ
テ
ィ
ア

（E
a
s
y
G
a
m
e
s
S
ta

tio
n

）

ゲ
ー
ム
の
進
行
に
は
問
題
な
か
っ

た
も
の
の
、
サ
ウ
ン
ド
は
一
切
再
生

さ
れ
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、

V
irtu

alB
o
x

で
も
ま
と
も
に
動
か
な

か
っ
た
ゲ
ー
ム
と
い
う
の
は
こ
れ
。

■
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
＝
レ
イ
ン

（
工
画
堂
ス
タ
ジ
オ
）

10
分
程
度
し
か
プ
レ
イ
し
て
い
な

い
が
、
全
く
問
題
な
か
っ
た
。

■
某
十
八
禁
ゲ
ー
ム

特
に
問
題
な
く
プ
レ
イ
で
き
た
。
フ

ォ
ン
ト
の
設
定
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
ゴ
シ
ッ

ク
な
ど
等
幅
の
も
の
を
使
用
す
れ
ば

よ
か
っ
た
。 こ

ん
な
ア
プ
リ
を

動
か
し
て
み
た
ぞ

!¢

正
し
く
枠
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
ダ

イ
ア
ロ
グ
で
、
ど
こ
の
メ
ー
カ
ー
の
ゲ
ー
ム
か

推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

フォントの設定もOK

Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
で
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の

ア
プ
リ
は
動
く
の
？



今
回
試
し
た
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
は
リ

リ
ー
ス
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
か
つ
仮
想

化
の
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
ラ
イ
セ
ン
ス
上
認
め
ら
れ
て
お
り
、

イ
ン
ス
ト
ー
ラ
が
Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
と
そ
れ
ほ

ど
差
異
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
選
択

し
た
。
な
お
、V

irtualB
ox

を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
Ｏ
Ｓ
（
今
回
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ

ｕ
９
・
10
）
を
ホ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
、Virtual

B
ox

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
Ｏ
Ｓ(

今
回

は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７)

を
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
と

言
う
。

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
上
に
も
う
一
つ

（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）
仮
想
の
Ｐ
Ｃ
を

構
築
す
る
と
い
う
特
質
上
、
そ
れ
な
り

に
高
速
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
な
い
と
遅

す
ぎ
て
全
く
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
Ｃ
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「VirtualB
ox

」
は
、
端
的
に
い
え
ば

Ｏ
Ｓ
を
仮
想
化
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
。

現
在
は
サ
ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
多
く
の
場
合
無

償
で
使
用
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
詳
細
は

ラ
イ
セ
ン
ス
を
読
ん
で
ほ
し
い
。
機
能

が
限
定
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
（
Ｏ

Ｓ
Ｅ
）
版
も
あ
る
が
、
今
回
は
取
り
上

げ
な
い
。
最
新
版
の
「V

irtualB
ox

3.0.10

」
を
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
、
そ
こ
に
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
と

し
て
「W

indow
s

7 Professional

」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

仮想化ソフト
VirtualBoxで
Windowsを

動かしてみよう！

安
全
か
つ
簡
単
に

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
を
併
用
！™仮想化を使えば、ホストOSのUbuntuの

上でゲストOSのWindows7を動かせる。

仮想化ソフトって？

™初回起動時はライセンスの同意が必
要だ。よく読んだ上で、登録しよう。

ユーザ登録

使
用
す
る
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
と

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て

V
irtualB

ox

に
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
若

干
の
設
定
が
必
要
だ
。
ま
ず
は
［
新
規
］

を
ク
リ
ッ
ク
し
、
ウ
ィ
ザ
ー
ド
に
従
っ

て
仮
想
マ
シ
ン
（
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
の
こ
と
）

を
作
成
し
よ
う
。

な
お
、
仮
想
マ
シ
ン
が
起
動
し
て
し

ま
え
ば
、
あ
と
は
完
全
に
実
マ
シ
ン
と

同
じ
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
も
何
ら

変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
サ
ク
サ
ク
と

や
っ
て
し
ま
お
う
。
あ
ま
り
に
普
通
で

驚
く
か
も
し
れ
な
い
。

Ｗ
ｉ
ｎ
用
の
仮
想
マ
シ
ン

を
新
規
作
成
す
る

Ｐ
Ｕ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
の
Ｘ
Ｐ
モ
ー

ド
で
話
題
に
な
っ
た
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
Ｖ
Ｔ
あ

る
い
は
Ａ
Ｍ
Ｄ-

Ｖ
に
対
応
し
て
い
る
と

望
ま
し
い
が
、
Ｘ
Ｐ
モ
ー
ド
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
な
い
と
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
メ
モ
リ
は
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ

に
５
１
２
Ｍ
Ｂ
を
割
り
当
て
る
と
す
る

と
２
Ｇ
Ｂ
程
度
が
望
ま
し
い
が
、
本
気

で
使
う
の
で
あ
れ
ば
４
Ｇ
Ｂ
以
上
も
検

討
し
よ
う
。

VirtualBoxのインストール手順

以下のURIから、鍵ファイル「sun_vbox.asc」をダウンロー
ドする
http://download.virtualbox.org/virtualbox/debia

n/sun_vbox.asc

[システム]-[システム管理]-[ソフトウェア・ソース]を起動し、
[他のソフトウェア]タブを開く。さらに[追加]をクリックし、次
の行を入力したら、[ソースを追加]をクリックする
deb

http://download.virtualbox.org/virtualbox/debia

n�karmic�non-free

[認証]タブを開き、[鍵ファイルのインポート]をクリックする。
そして先ほどダウンロードした「sun_vbox.asc」を選択して
読み込ませると、[信頼できるソフトウェアの提供元]に追加さ
れる。それを確認して[閉じる]をクリックすると[利用可能なソ
フトウェアの情報が古くなっています]というダイアログが表示
されるので、[再読込]をクリックする。

Synapticで「virtualbox-3.0」と「dkms」をインストールし
よう。「dkms」はカーネルのバージョンが上がった時に必要と
なる。

2

1

3

4

™仮想マシン名を決め、OSタイプを選ぶ。も
ちろんUbuntuもゲストにできる。

仮想マシン名

¢

「
よ
う
こ
そ
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
画
面
で

［
新
規
］
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
。
仮
想
マ
シ

ン
を
作
ろ
う
。

ここからスタート

¢

新
た
に
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

の
で
新
規
を
選
ぶ
。

ハードディスクの作成

¢

メ
イ
ン
メ
モ
リ
の
サ
イ
ズ
を
決
め
る
。
こ
こ

で
は
約
１
Ｇ
Ｂ
と
し
た
。

メモリサイズを決める

¢

指
定
サ
イ
ズ
ま
で
Ｈ
Ｄ
Ｄ
容
量
が
動
的
に
増

加
す
る
可
変
を
選
ぶ
。
容
量
の
節
約
に
な
る
。

可変サイズを選ぶ
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¢

作
成
し
た
マ
シ
ン
が
左
ペ
イ
ン
に
表
示
さ
れ

る
。
緑
の
矢
印
ア
イ
コ
ン
で
起
動
だ
。

メイン画面から起動

¢

20
Ｇ
Ｂ
を
指
定
し
た
。
可
変
の
場
合
は
こ
れ

が
最
大
サ
イ
ズ
と
な
る
。
こ
れ
で
設
定
は
ほ
ぼ

終
了
。

仮想ディスクサイズを決める

™確認ダイアログを経て、仮想マシンの作成が完了。ディスク
の最大容量以外はいつでも設定変更が可能だ。

Intel VTあるいはAMD-Vが使用できる
PCであれば、[IO APICを有効]にチェッ
クを入れておこう。

マシン作成が完了

システム

[IO APICを有効]にすると、使用するプ
ロセッサ数を指定できる。これは物理的
なCPUばかりでなく、コアの数や論理
CPU（ハイパースレッディング）数でも
構わない。

［プロセッサ］タブ

当然のことだが、ここでDVD-ROMを
指定しないとインストールはできない。
Windowsでは特殊な事情を除いてDVD-
ROMからブートするので、 [ホスト
CD/DVDドライブ]にする。

CD/DVD-ROM

[割り当て]がデフォルトでは[NAT]になっ
ているが、通常のPCのようにローカルIP
アドレスを割り当てたい場合は[ブリッジ
アダプタ]にするといい。

ネットワーク

VirtualBoxの細かな設定を見る
ゲストＯＳの設定は先のウィザ

ードでだいたいいいが、より細か
に設定したい場合はメイン画面で

仮想マシンを選び、[設定]から変
更する。ＨＤＤの最大容量以外の
設定は後からでも変更できる。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

た
ら
「G

uestAdditions

」
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
と
、
ホ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
と
ゲ
ス

ト
Ｏ
Ｓ
の
行
き
来
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
な

る
、
解
像
度
が
自
由
に
設
定
で
き
る
、

「
共
有
フ
ォ
ル
ダ
」
機
能
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
入
れ
な
い
手
は
な
い
と

い
う
ほ
ど
機
能
が
ア
ッ
プ
す
る
。
イ
ン

ス
ト
ー
ル
は
、VirtualB

ox

の
メ
ニ
ュ
ー
、

［
デ
バ
イ
ス
］-

［G
uestAdditions

の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
す

る
と
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
上
で
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ

と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
、「VB

oxW
i

ndow
sAdditions-x86

」（i386

の
場
合
）

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
、
イ
ン
ス
ト
ー
ラ

を
起
動
し
よ
う
。
英
語
だ
が
、
あ
と
は

指
示
に
従
っ
て
進
め
る
だ
け
だ
。
イ
ン

ス
ト
ー
ル
後
は
再
起
動
し
よ
う
。

V
irtualB

ox

の
ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
で
は
Ｕ

Ｓ
Ｂ
機
器
が
使
用
で
き
る
が
、
若
干
の

設
定
が
必
要
だ
。
使
用
す
る
ユ
ー
ザ
を

グ
ル
ー
プ
に
追
加
す
る
、
と
い
う
作
業

で
、
Ｇ
Ｕ
Ｉ
で
簡
単
に
行
え
る
。［
シ

ス
テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
ユ

ー
ザ
と
グ
ル
ー
プ
］
で
起
動
し
、［
ク
リ

ッ
ク
し
て
変
更
可
能
に
］
を
ク
リ
ッ
ク
。

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
よ
う
。
次
に
使

用
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
を
選
択
し
て
［
プ

ロ
パ
テ
ィ
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。［
ユ
ー

ザ
の
権
限
］
タ
ブ
に
［V

irtualB
ox

を

使
用
で
き
る
］
と
い
う
項
目
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
［
Ｏ

Ｋ
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
あ
と
は
一
度

ロ
グ
ア
ウ
ト
し
て
再
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、

ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
で
Ｕ
Ｓ
Ｂ
機
器
が
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

™

W
i
n
d
o
w
s
側
で
、V

B
oxW

indow
s

A
dditions-x86

を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

インストールはカンタン

™Guest Additionsのインストールをク
リックするとWindows側にCD-ROM
が現れる。

Guest Additions

™［VirtualBoxを使用できる］にチェ
ックを入れる。

ユーザに権限を与える

™[クリックをして変更可能に]をクリ
ックし、パスワードを入力する。

［ユーザとグループ］で設定

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に

G
uestAdditions

を
入
れ
る

Ｕ
Ｓ
Ｂ
機
器
を

ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
で
使
用
す
る

使
用
で
き
る
が
、
軽
く
ゲ
ー
ム
で
検

証
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ

ｔ
Ｘ
は
動
作
し
た
も
の
の
、
遅
す
ぎ
て

ゲ
ー
ム
に
な
り
そ
う
も
な
か
っ
た
。
今
後

に
期
待
し
よ
う
。

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
Ｘ
を

使
用
す
る
に
は

ゲ
ス
ト
Ｏ
Ｓ
か
ら
ホ
ス
ト
に
戻
る
時

に
押
す
キ
ャ
プ
チ
ャ
キ
ー
は
、［
右
Ｃ
ｔ

ｒ
ｌ
］
キ
ー
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
キ
ー
が
な
い
場
合
は
ゲ

ス
ト
Ｏ
Ｓ
か
ら
戻
れ
な
く
な
る
。
そ
の

場
合
は
［
フ
ァ
イ
ル
］-

［
環
境
設

定
］-

［
入
力
］
で
変
更
だ
。

キ
ャ
プ
チ
ャ
キ
ー
の

変
更
を
す
る
に
は



Ｏ
Ｓ
と
し
て
見
た
場
合
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
と
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
違
い
の
一
つ
は
、

「
ド
ラ
イ
バ
は
事
前
に
Ｏ
Ｓ
に
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
」「
追
加
で
ド
ラ
イ
バ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
は
少
な
い
」

と
い
う
こ
と
だ
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
場

合
、
新
し
い
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
買
っ
て

き
た
場
合
、
ド
ラ
イ
バ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
か
ら
使
う
こ
と
が
多
い
。
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に
慣
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
な
ら
、
ド

ラ
イ
バ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
に
も
慣
れ
て

い
る
だ
ろ
う
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に
も
「
Ｏ
Ｓ
に
デ
フ

ォ
ル
ト
で
含
ま
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
」
と

い
う
の
は
相
当
数
あ
る
が
、
ど
う
し
て

も
「
後
か
ら
追
加
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
ド
ラ
イ
バ
」
の
方
が
高
機
能
だ
っ
た

り
、
安
定
し
て
い
た
り
す
る
。
こ
れ
に

は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
る
が
、
主
に

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー
が
自
分
で
ド

ラ
イ
バ
を
準
備
し
て
い
る
た
め
だ
。

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ド
ラ
イ
バ
は
有
志
が

開
発
し
た
も
の
で
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
カ
ー
ネ

ル
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（「linux-im

age-*

」）

に
あ
ら
か
じ
め
含
め
ら
れ
て
い
て
、
カ

ー
ネ
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
Ｏ
Ｓ
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
更
新
で
、
自
動
的
に
更
新
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
で
必
要
な
「
ド
ラ
イ
バ
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
」
が
あ
ら
か
じ
め
済
ん
で
い
る

と
思
っ
て
お
こ
う
。

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に
慣
れ
た
ユ
ー
ザ
ー

だ
と
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

管
理
は
か
な
り
変
わ
っ
た
や
り
方
だ
と

思
う
は
ず
だ
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
は
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
フ
ァ
イ
ル
や
Ｃ
Ｄ
か

ら
、「
イ
ン
ス
ト
ー
ラ
」
を
起
動
し
て
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。
自

分
が
使
い
た
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
を
探
し
た
り
、
販
売

店
で
売
ら
れ
て
い
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ

ト
を
買
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
入
れ
る
、

と
い
う
感
じ
だ
。

こ
れ
が
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
に
な
る
と
、「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」
や
「
Ｓ
ｙ
ｎ

ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
」
に
あ
ら
か
じ
め
大
量
の
ソ

フ
ト
が
登
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
選
択
す
る
だ
け
で
イ
ン

ス
ト
ー
ル
が
完
了
す
る
。
こ
れ
は
な
に

よ
り
も
「
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
フ
リ
ー
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
／

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
）
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
な
ソ
フ
ト
で

あ
れ
ば
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
よ
う
に
あ
ら

か
じ
め
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

な
状
態
に
し
て
お
い
て
再
配
布
、
と
い

う
の
が
問
題
な
く
行
え
る
か
ら
だ
。

こ
の
あ
た
り
が
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
圧
倒

的
な
優
位
性
だ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
み

れ
ば
と
っ
て
も
便
利
だ
ぞ
！

W
indow

s
U
pdate

やM
icrosoft

U
pdate

で
は
Ｏ
Ｓ
部
分
や
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
製
品
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
か
行
わ

れ
な
い
が
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
場
合
は
イ

ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

す
べ
て
が
一
括
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

る
。
こ
れ
も
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と

同
じ
よ
う
な
理
由
で
、
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で

あ
れ
ば
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
側
で
ま
と
め
て
ア

ッ
プ
デ
ー
タ
を
再
配
布
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。
実
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

で
も
同
じ
よ
う
に
、「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ

れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ま
と
め
て
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
」
仕
組
み
を
作
っ
て

い
る
の
だ
が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
や
会
社
間

の
調
整
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
た
め
、

ま
だ
ま
だW

indow
s
U
pdate

経
由
で

そ
れ
ら
を
配
布
す
る
こ
と
は
難
し
い
状

態
だ
。

か
な
り
遠
い
未
来
に
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
で
も
同
じ
よ
う
な
仕
組
み
が
搭
載
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ

は
「
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
ま
と
め
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ

る
」
の
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に
な
い
メ
リ

ッ
ト
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ

の
場
合
は
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
行
わ
れ

る
の
は
、「
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
用
に
リ
ポ
ジ
ト

リ
に
配
備
さ
れ
て
か
ら
」
で
、
つ
ま
り
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
遅
れ
る
、
と
い
う
注
意

点
も
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
関
連
や
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ
・

フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
場
合
、
新

し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
敏
感
な
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
は
、「
出
て
く
る
の
が
遅
い
！
」

な
ん
て
こ
と
を
思
う
可
能
性
も
高
い
。

微
妙
な
制
限
事
項
だ
が
、
覚
え
て
お
こ

う
。
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Windowsと
Ubuntuの違いって

なんだろう？

Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
の
ド
ラ
イ
バ
は

事
前
に
入
っ
て
い
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
違
う
！

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の

管
理
方
法
が
違
う
！

™Ubuntuの「非」標準のデバイスマ
ネージャツール。なんとなく見た目は
同じだが……。

lshw-gtk

™「ソフトウェア・センター」。追加も削除も思うがま
まだ。

Ubuntuの場合

™「プログラムの追加と削除」の画面。アン
インストールしかできない。

Vistaの場合

™おなじみ、Windows Update。OSだけアッ
プデート可能だ。

Windows Update

¡OS標準では対応で
きないドライバを追加
インストールするため
のツール。この図では
NVIDIAのGPU用のド
ライバをインストール
している。

商用ドライバ

¡リポジトリからインスト
ールしたものなら、あり
とあらゆるものをアップ
デート可能なアップデー
ト・マネージャ。便利さ
ではこっちだろう。

アップデート・マネージャ

™Windowsで使われるデバイスマネー
ジャ。搭載されたデバイスがリストさ
れている。

デバイスマネージャ



Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
か
ら
、［
シ
ス

テ
ム
］-

［
シ
ス
テ
ム
管
理
］-

［
デ
ィ

ス
ク
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
］
が
追
加
さ

れ
た
。
こ
れ
は
認
識
し
て
い
る
デ
ィ
ス

ク
の
状
態
を
表
示
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
作
成
や
削
除
や
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
も
で
き
る
。
そ
の
へ
ん

は
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」
と
呼
ぶ
に
に
は

ち
ょ
っ
と
重
す
ぎ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

扱
わ
な
い
が
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
ラ
ベ

ル
を
変
更
す
る
機
能
も
あ
る
。
こ
れ
を

使
っ
て
、
そ
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
な
用
途
に
使
用
す
る
か
を
ラ
ベ

ル
に
し
て
お
く
と
、
わ
か
り
や
す
く
て
い

い
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
着
脱
可
能
な

デ
バ
イ
ス
の
場
合
、
ラ
ベ
ル
名
で
マ
ウ

ン
ト
す
る
の
で
判
別
が
簡
単
に
な
る
。

［Palim
psets

デ
ィ
ス
ク
・
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
］
を
起
動
し
、
ラ
ベ
ル
を
変
更

し
た
い
デ
バ
イ
ス
を
指
定
す
る
。
今
回

は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
を
取
り
上
げ
る
が
、

ラ
ベ
ル
を
変
更
す
る
前
に
ア
ン
マ
ウ
ン

ト
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
の
ア
イ
コ
ン
を
右
ク
リ
ッ
ク
し
て

［
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
］
を
選
択
し
て
も
い
い

し
、
ツ
ー
ル
バ
ー
左
か
ら
二
番
目
の
ア

イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
い
い
。
ラ
ベ

ル
に
使
え
る
文
字
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

や
数
字
や
記
号
だ
け
だ
が
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
で

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
し
て
い
る
場
合
は
大
文

字
小
文
字
の
区
別
は
な
く
、
す
べ
て
大

文
字
に
な
る
。［
変
更
］
を
ク
リ
ッ
ク
後

ツ
ー
ル
バ
ー
左
端
の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
マ
ウ
ン
ト
す
る
。
指
定

し
た
ラ
ベ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
な
お
、
ｅ
ｘ
ｔ
４
な
ど
Ｌ
ｉ
ｎ

ｕ
ｘ
用
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
ラ
ベ
ル
は
、

大
／

小
文
字
が
区
別
さ
れ
る
。

な
お
、
す
べ
て
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で

ラ
ベ
ル
の
変
更
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
に
も
注
意
し
よ
う
。
例
え
ば
Ｎ

Ｔ
Ｆ
Ｓ
は
不
可
能
だ
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
の
ユ
ー
ザ
名
や
パ

ス
ワ
ー
ド
を
決
定
す
る
画
面
で
、
自
動

ロ
グ
イ
ン
の
設
定
を
し
た
が
、
や
っ
ぱ

り
や
め
た
く
な
っ
た
と
か
、
逆
に
設
定

し
た
く
な
っ
た
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、[

シ
ス
テ

ム]-[

シ
ス
テ
ム
管
理] -[

ロ
グ
イ
ン
画
面]

を
起
動
す
れ
ば
設
定
で
き
る
。
設
定
項

目
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
、[

ロ
グ
イ
ン

選
択
画
面
を
表
示
す
る]

だ
と
通
常
の
ロ

グ
イ
ン
画
面
に
な
り
、[

ユ
ー
ザ
（
設
定

し
た
ユ
ー
ザ
）
と
し
て
自
動
的
に
ロ
グ

イ
ン]

だ
と
指
定
し
た
ユ
ー
ザ
で
の
ロ
グ

イ
ン
に
な
る
。[(

任
意
の
数
値)

秒
間
は

他
の
ユ
ー
ザ
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
の
を
許

可]

だ
と
、
起
動
時
は
通
常
の
ロ
グ
イ
ン

画
面
に
な
る
が
、
指
定
し
た
秒
数
が
経

過
す
る
と
指
定
し
た
ユ
ー
ザ
で
ロ
グ
イ

ン
す
る
と
い
う
、
い
い
と
こ
取
り
の
設

定
に
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ

ザ
と
メ
ー
ラ
）、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、
シ

ス
テ
ム
（
端
末
）、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

に
は
た
く
さ
ん
の
選
択
肢
が
あ
り
、
個

人
に
よ
っ
て
好
み
も
さ
ま
ざ
ま
だ
。
と

は
い
え
、
関
連
づ
け
ら
れ
る
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
１
つ
で
あ
り
、
こ
の
設
定

を
行
う
の
が[

お
気
に
入
り
の
ア
プ
リ]

だ
。「EpiphanyB

row
se

」
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
、
こ
れ
を
お
気
に
入
り
に

変
更
し
て
み
る
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
「Epiphany

」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
あ
と
、[

シ
ス
テ

ム] -[

設
定] -[

お
気
に
入
り
の
ア
プ
リ]

を
起
動
し
、[

ウ
ェ
ブ
・
ブ
ラ
ウ
ザ]

を

[Epiphany

ウ
ェ
ブ
・
ブ
ラ
ウ
ザ]

に
変

更
す
れ
ば
い
い
。
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ちょっとした
カスタマイズで

使い勝手を
アップする!!

デ
ィ
ス
ク
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

で
ラ
ベ
ル
名
を
変
更
す
る

™アンマウントしたあと、ラベル名を書き換え
るだけで変更できる。

ディスク・ユーティリティ

™

ラ
ベ
ル
名
で
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
で
、
中
身

の
判
別
が
カ
ン
タ
ン
に
な
る
。
好
き
な
名
前
を

付
け
て
み
よ
う
。

ラベル名が表示される

™

フ
ァ
イ
ル
を
右
ク
リ
ッ
ク
、［
プ
ロ
パ
テ
ィ
］

の
［
開
き
方
］
タ
ブ
で
関
連
づ
け
を
変
更
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

ファイルを右クリック

Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム

は
「
／
（
ル
ー
ト
）」
を
頂
点
と
し
て
、

す
べ
て
の
フ
ァ
イ
ル
が
そ
の
下
に
ぶ
ら

下
が
る
、
と
い
う
構
造
を
取
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
や

Ｈ
Ｄ
Ｄ
な
ど
の
ド
ラ
イ
ブ
を
使
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ル
ー
ト
の
下

に
組
み
込
ん
で
や
る
作
業
が
必
要
に

な
る
。
そ
れ
が
マ
ウ
ン
ト
だ
。
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
は
、
ポ
ー
ト
に
挿
し

た
と
同
時
に
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に

マ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
た
め
、
ふ
だ
ん
ユ

ー
ザ
が
気
に
す
る
必
要
が
な
い
だ
け

だ
。
具
体
的
に
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

な
ら「/m

ed
ia/d

isk

」
と
い
っ
た
デ

ィ
レ
ク
ト
リ
に
マ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
初
め

て
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
の
よ
う
に
Ｄ
ド
ラ
イ
ブ
、
Ｅ
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
逆
が
ア
ン
マ
ウ
ン
ト
で
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
取
り
外
し
の
際
は
、ア

ン
マ
ウ
ン
ト
す
る
。

マ
ウ
ン
ト
、

ア
ン
マ
ウ
ン
ト
っ
て

ど
う
い
う
意
味
？

?
¡物理的にはUSBポートに
挿してあっても、アンマウ
ントされていると、システム
からＵＳＢメモリの内容は
見られない。

右クリック
メニューにある
「アンマウント」

設
定
で
き
る
項
目
は

そ
ん
な
に
多
く
な
い

ロ
グ
イ
ン
画
面
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

™すっかりシンプルになってしまった[ログイン画面の設定]。変更
できる項目はそんなに多くない。

ログイン画面の設定

™よく使われるアプリケーションを中心に、
関連づけをカスタマイズできる。

お気に入りのアプリ お
気
に
入
り
の
ア
プ
リ

を
変
更
す
る



Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー
は
画
面
左
上

の
［
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
の
こ
と
を
指
す
。［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
メ
イ
ン
・
メ
ニ
ュ
ー
］
あ

る
い
は
メ
ニ
ュ
ー
の
と
こ
ろ
で
右
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
［
メ
ニ
ュ
ー
の
編
集
］
と

い
う
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
メ
ニ
ュ
ー
エ
デ
ィ
タ
が
起
動
す

る
。
こ
れ
で
メ
ニ
ュ
ー
項
目
の
追
加
、

削
除
、
表
示
／

非
表
示
の
変
更
な
ど
が

で
き
る
。
左
右
の
ペ
イ
ン
に
分
か
れ
て

お
り
、
左
側
は
［
メ
ニ
ュ
ー
］、
右
側

が
［
ア
イ
テ
ム
］
と
な
っ
て
お
り
、
通

常
の
フ
ァ
イ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
に
た
と
え

る
と
左
側
が
フ
ォ
ル
ダ
、
右
側
が
フ
ァ

イ
ル
と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
だ
ろ

う
。使

わ
な
い
項
目
を
非
表
示
に
す
る
に

は
、［
ア
イ
テ
ム
］
の
［
表
示
］
の
チ

ェ
ッ
ク
を
外
す
だ
け
だ
。［
ア
イ
テ
ム
］

か
ら
全
部
チ
ェ
ッ
ク
が
外
れ
る
と
、［
メ

ニ
ュ
ー
］
も
非
表
示
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
表
示
す
る
に
は
［
表
示
］
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
る
だ
け
だ
。
た
と
え
ば
、［
ア

ク
セ
サ
リ
］
の
［
書
庫
マ
ネ
ー
ジ
ャ
］

に
は
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
お
く
と
便
利

か
も
し
れ
な
い
。

メ
ニ
ュ
ー
や
ア
イ
テ
ム
を
追
加
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
右
端
の
［
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
］
や
［
新
し
い
ア
イ
テ
ム
］
だ
。

［
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
］
は
特
に
制
限
が
な

く
好
き
に
作
れ
る
が
、
ア
イ
テ
ム
が
何

も
な
い
と
自
動
的
に
非
表
示
に
な
る
の
。

［
新
し
い
ア
イ
テ
ム
］
は
正
し
く
設
定
し

な
い
と
意
図
し
た
操
作
が
で
き
な
い
。

［
種
類
］
は
［
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］

［
端
末
内
で
起
動
す
る
］［
場
所
］
の
３

つ
か
ら
選
択
す
る
が
、
通
常
は
［
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
］
を
、
端
末
が
必
要
な

コ
マ
ン
ド
を
使
用
す
る
場
合
は
［
端
末

内
で
起
動
す
る
］
を
、
U
R
I
や
フ
ァ

イ
ル
の
場
所
は
［
場
所
］
を
選
択
す
る

と
い
い
だ
ろ
う
。［
名
前
］
は
表
示
名
、

［
コ
マ
ン
ド
］
は
実
行
フ
ァ
イ
ル
名
や
場

所
、［
コ
メ
ン
ト
］
は
必
要
な
場
合
任

意
に
入
力
す
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
ア
イ
テ

ム
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

［
コ
マ
ン
ド
］
に
何
か
を
入
力
す
る
と
ア

イ
コ
ン
が
消
え
る
の
で
、
何
ら
か
の
設

定
を
し
よ
う
。
ア
イ
コ
ン
は/usr/

share/icons

以
下
に
多
数
収
録
さ
れ

て
い
る
。

ア
イ
コ
ン
は
「/usr/share/icons

」

と
「/usr/share/pixm

aps

」
以
下

に
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、

自
作
し
た
も
の
で
も
構
わ
な
い
。ア
イ
コ

ン
の
保
存
形
式
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
と
は

違
い
、
旧
来
のｘ
ｐ
ｍ
、
広
く
使
わ
れ
て

い
る
ｐ
ｎ
ｇ
、
拡
大
し
て
も
ギ
ザ
ギ
ザ
に

な
ら
な
いｓ
ｖ
ｇ
な
ど
、
選
択
肢
が
広
い
。

ロ
グ
イ
ン
と
当
時
に
任
意
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
起
動
さ
せ
る
設
定
。
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
い
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

ア
プ
リ
の
よ
う
な
も
の
。
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
に
は

N
autilus

（
フ
ァ
イ
ル
ブ
ラ
ウ
ザ
）
で
特

定
の
フ
ォ
ル
ダ
を
開
く
こ
と
な
ど
も
で

き
る
。
新
し
く
登
録
す
る
に
は
、［
シ
ス

テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
自
動
起
動
す
る

ア
プ
リ
］
で
起
動
し
、［
追
加
］
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。［
名
前
］
は
区
別
の
つ
く

わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
、［
コ
マ
ン
ド
］

は
実
行
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
入

力
す
る
。［
説
明
］
は
［
名
前
］
に
は

書
き
き
れ
な
い
詳
細
な
説
明
を
入
力
す

る
か
、
特
に
必
要
な
け
れ
ば
空
の
ま
ま

で
も
か
ま
わ
な
い
。

な
お
、[

オ
プ
シ
ョ
ン]

タ
ブ
で
は
、
現

在
実
行
中
の
ア
プ
リ
を
す
べ
て
起
動
時

に
実
行
し
た
り
と
か
、
ロ
グ
ア
ウ
ト
時

に
起
動
し
て
い
る
ア
プ
リ
を
記
録
し
、

次
か
ら
そ
れ
ら
を
自
動
的
に
起
動
す
る

よ
う
に
も
で
き
る
。

フ
ァ
イ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
のN

autilus

に
は
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
機
能
が
あ
る
。

よ
く
ア
ク
セ
ス
す
る
ロ
ー
カ
ル
フ
ォ
ル
ダ

や
リ
モ
ー
ト
の
フ
ォ
ル
ダ
に
限
定
さ
れ

る
が
、
な
か
な
か
便
利
な
の
で
活
用
す

る
と
い
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
リ
モ
ー
ト
は

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
共
有（
Ｓ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
ほ
か
）

以
外
に
も
、［
フ
ァ
イ
ル
］-

［
サ
ー
バ

へ
接
続
］
で
接
続
で
き
る
も
の
で
あ
れ

ば
何
で
も
よ
い
。
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
追

加
の
し
か
た
は
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
の
そ

れ
と
一
緒
で
、
追
加
し
た
い
場
所
で[

ブ

ッ
ク
マ
ー
ク] -[

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
追
加]

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
だ
。
場
所
を
変

更
し
た
り
、
削
除
し
た
り
す
る
場
合
は

[

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク] -[

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
編

集]

で
行
う
。
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表
示
・
非
表
示
や
表
示
順
を

変
更
す
る
こ
と
が
可
能
だ

Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
メ
ニ
ュ
ー

の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
す
る

¡メニューのUbuntuアイコ
ン上で右クリック、［メニュ
ーの編集］を選択する。

メイン・メニュー

™デフォルトのカテゴリ以外にもフォルダとして新しいカテゴリを
追加できる。

新しいメニュー

™アイテムとしてランチャを登録する。ちなみにアイコンをクリックすると
好みのものに変更できる。

新しいアイテム

™この場合、起動すると同時にファイルブラウザで特定のフォル
ダが開かれた状態になる。

[自動起動するプログラムの追加]

¡[Dropbox]と[share@li
nkstation]を追加した。
前者はローカル、後者
はリモートのフォルダ。

ブックマークの編集

自
動
起
動
す
る

ア
プ
リ
を
登
録

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
使
う



壁
紙
、
フ
ォ
ン
ト
、
ア
イ
コ
ン
の
変

更
は
す
べ
て
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
外
観
の
設
定
］
か
ら
設
定
で
き
る
。

［
テ
ー
マ
］
は
そ
の
名
の
と
お
り
ア
イ
コ

ン
を
含
め
た
テ
ー
マ
を
変
更
で
き
る
。

［
背
景
］
は
壁
紙
、［
フ
ォ
ン
ト
］
は
フ

ォ
ン
ト
、［
外
観
］
は
Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
ア

プ
リ
ー
シ
ョ
ン
の
見
た
目
を
変
更
で
き

る
。

［
テ
ー
マ
］
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
04
よ

り
は
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
似
た

よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
、
面
白
み
は
な

い
。
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
で
［gnom

e
them

e

］
で
検
索
し
て
み
る
と
、
関
係

な
い
も
の
も
含
め
て
か
な
り
の
数
が
引

っ
か
か
る
。
た
と
え
ば
［gnom

e-the
m
es-m

ore

］
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、

Ｇ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
テ
ー
マ

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

な
い
テ
ー
マ
も
簡
単
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

で
き
る
。［
追
加
の
テ
ー
マ
を
ネ
ッ
ト
か

ら
入
手
す
る
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

「G
N
O
M
E

A
RT

」
の
サ
イ
ト
に
飛
ば

さ
れ
る
が
、
こ
こ
よ
り
も
「G

N
O
M
E-

LO
O
K
.O

RG

」
の
ほ
う
が
数
が
多
く
て

お
す
す
め
だ
。「
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」

の
［
Ｇ
Ｔ
Ｋ2.x

］
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
べ
き
テ
ー
マ
が
あ
る
。
あ
と
は
気
に

入
っ
た
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、［
イ
ン
ス
ト
ー
ル
］
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
フ
ァ
イ
ル
を

指
定
す
れ
ば
イ
ン
ス
ト
ー
ル
完
了
だ
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
テ
ー
マ
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
即
座
に
適
用
さ
れ
る
。
ア
イ

コ
ン
の
テ
ー
マ
を
変
更
し
た
い
な
ど
個

別
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
行
う
場
合
は
、

［
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
］
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

［
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
］［
色
］［
ウ
ィ
ン
ド
ウ

の
境
界
］［
ア
イ
コ
ン
］［
ポ
イ
ン
タ
］

を
変
更
し
、
好
み
の
組
み
合
わ
せ
を
見

つ
け
よ
う
。

な
お
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
テ
ー
マ

は[

別
名
で
保
存]

で
保
存
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ほ
か
の
テ
ー
マ
を
試
す
際
、

と
り
あ
え
ず
現
在
の
テ
ー
マ
は
保
存
し

て
お
く
と
い
い
だ
ろ
う
。[

名
前]

と[

説

明]

を
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
、[

保

存]
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
だ
。

［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
外
観
の

設
定
］
の
［
外
観
］
タ
ブ
で
設
定
す
る
。

こ
の
タ
ブ
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
04
と

９
・
10
で
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、［
ツ
ー

ル
バ
ー
の
ス
タ
イ
ル
］
が
以
前
は
［
ア

イ
コ
ン
の
下
に
ラ
ベ
ル
］
だ
っ
た
の
が
、

今
回
は
［
ア
イ
コ
ン
の
横
に
ラ
ベ
ル
］

が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
が
デ
フ
ォ
ル
ト
に

な
っ
た
。
ワ
イ
ド
画
面
の
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

れ
は
う
れ
し
い
変
更
だ
。
も
し
前
の
ま

ま
が
い
い
場
合
は
［
ア
イ
コ
ン
の
下
に

ラ
ベ
ル
］
に
す
れ
ば
い
い
。
ラ
ベ
ル
な
ん

て
い
ら
な
い
と
い
う
場
合
は
［
ア
イ
コ

ン
の
み
］
で
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、

フ
ァ
イ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ザ
の
背
景
の
色
や

画
像
も
［
編
集
］-

［
背
景
と
エ
ン
ブ
レ

ム
］
か
ら
変
更
可
能
だ
。

O
penO

ffice.org

や
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｏ
ｘ

は
こ
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
統
一
感
が

出
る
し
、
ツ
ー
ル
バ
ー
が
す
っ
き
り
し

て
見
や
す
く
も
な
る
。
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¡ツールバーのスタイル
の選択肢。慣れたら
［アイコンのみ］でもい
いだろう。

［外観の設定］で変更

見
た
目
を
好
み
に

変
え
ち
ゃ
お
う
！

外
観
の
設
定

™

も
は
や
い
つ
か
ら
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
ぐ
ら

い
古
く
か
ら
あ
る
テ
ー
マ
「
ヌ
ヴ
ォ
ラ
」。

選べるテーマが増えた

™

テ
ー
マ
はS

yn
a
p
tic

か
ら
「g

n
o
m
e
-

them
es

」
で
検
索
し
て
追
加
で
き
る
。

パッケージを追加

™アイコンも同時に導入しないとテーマ
がきちんと再現できないものもある。

不足のアイコン

™変更したいテーマをクリックすると即
座に見た目が変化する。

テーマを選ぶ

™ダウンロードしたファイルをそのまま指定
すれば新しいテーマをインストールできる。

GTK2.0のテーマをゲット GNOME-LOOK.ORG

http://www.gnome-look.org/

™マウスポインタの形状を変更で
きる。

ポインタ

™好みのアイコンセットに変更す
る。

アイコン

™ウィンドウのタイトル部分やク
ローズボタンなどのデザイン。

ウィンドウの境界

™ウィンドウの背景や文字の色な
どをカスタマイズ。

色

™チェックボックスやボタンの配色
などを設定できる。

コントロール 細
か
い
設
定
項
目

フ
ァ
イ
ル
・
ブ
ラ
ウ
ザ
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
よ
う



「
壁
紙
」
は
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
９
・
10
で

大
量
に
追
加
さ
れ
た
の
で
、
ま
ず
は
好

み
の
が
な
い
か
確
認
し
よ
う
。
好
み
の

も
の
が
な
い
場
合
は
［
追
加
の
背
景
を

ネ
ッ
ト
か
ら
入
手
す
る
］
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
入
手
で
き
る
が
、
こ
れ
も
や
は

りG
N
O
M
E
-LO

O
K
.O

R
G

の
ほ
う
が

豊
富
で
、
好
み
の
も
の
が
見
つ
か
り
や

す
い
だ
ろ
う
。
壁
紙
に
し
た
い
画
像
を

す
で
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
あ
る
、
と
い

う
場
合
に
は
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
て

そ
の
画
像
を
表
示
し
、［
画
像
］-

［
背

景
に
す
る
］
で
壁
紙
に
で
き
る
。
壁
紙

と
画
面
の
解
像
度
が
同
じ
場
合
は
こ
れ

で
い
い
が
、
違
う
の
で
調
整
し
た
い
、

と
い
う
場
合
は[

ス
タ
イ
ル]

を
変
更
し

よ
う
。

壁
紙
は
な
し
に
も
で
き
る
。
メ
モ
リ
を

ケ
チ
り
た
い
場
合
に
有
効
か
も
し
れ
な
い
。

り
堪
能
し
た
い
場
合
は
［
追
加
効
果
］

を
選
択
す
る
。「sim

ple-ccsm

」
と
い

う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、

［
設
定
変
更
］
と
い
う
項
目
が
追
加
さ

れ
、
よ
り
柔
軟
に
設
定
が
行
え
る
よ
う

に
な
る
。
さ
ら
に
細
か
い
設
定
を
行
い

た
い
場
合
は
、「com

pizconfig-set-
tings-m

anager

」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［C
om

pizC
onfig

設
定
マ

ネ
ー
ジ
ャ
］
を
起
動
し
よ
う
。
効
果
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
単
位
で
有
効
／

無
効
に
で

き
る
。

さ
ら
に
細
か
い
設
定
を
行
い
た
い
場

合
は
、「com

pizconfig-settings-
m
anager

」
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
、［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設

定
］-

［C
om

pizC
onfig

設
定
マ
ネ
ー

ジ
ャ
］
を
起
動
し
よ
う
。
な
お
、「sim

ple-ccsm

」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
、

一
緒
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
る
。
効
果

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
単
位
で
有
効
／

無
効
に

で
き
る
。
プ
レ
ビ
ュ
ー
も
簡
単
に
で
き

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
よ
う
。
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フ
ォ
ン
ト
は
、
基
本
的
に
は
自
動
的

に
決
定
さ
れ
る
。
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
Ｖ

Ｌ
ゴ
シ
ッ
ク
で
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
フ
ォ
ン
ト
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
Ｉ
Ｐ
Ａ
ゴ
シ
ッ

ク
に
切
り
替
わ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
モ
ナ
ー
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
れ
ば
Ｉ
Ｐ
Ａ
モ
ナ
ー

ゴ
シ
ッ
ク
に
切
り
替
わ
る
。
こ
れ
ら
３

つ
を
す
べ
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
場
合

は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
モ
ナ
ー
ゴ
シ
ッ
ク
に
な
る
。

表
示
フ
ォ
ン
ト
を
変
更
す
る
場
合
は
、

こ
の
［
フ
ォ
ン
ト
］
タ
ブ
で
設
定
し
よ

う
。
た
と
え
ば
［
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

フ
ォ
ン
ト
］
を
変
更
す
る
場
合
、
デ
フ

ォ
ル
ト
の
［
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
］
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
フ
ォ
ン
ト
選
択
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が

表
示
さ
れ
、
認
識
し
て
い
る
フ
ォ
ン
ト

に
設
定
で
き
る
。
必
ず
し
も
正
確
で
は

な
い
乱
暴
な
解
説
だ
が
、
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
は
ゴ

シ
ッ
ク
体
、Sans

Serif

は
明
朝
体
と

フ
ォ
ン
ト
は
基
本
的
に

自
動
で
決
定
さ
れ
る

表
示
フ
ォ
ン
ト
の

種
類
や
描
画
を
変
更
す
る

覚
え
て
お
く
と
い
い
だ
ろ
う
。［
描
画
の

種
類
］
は
自
動
的
に
最
適
な
設
定
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
変
更
す
る

必
要
は
な
い
。
ど
う
し
て
も
気
に
入
ら

な
い
と
き
だ
け
設
定
を
し
よ
う
。

フ
ォ
ン
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、
日

本
語
環
境
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ヘ
ル
パ
か
ら

行
う
と
い
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
は
イ

ン
ス
ト
ー
ル
で
き
な
い
が
、「ttf-ipafont

」

も
あ
る
。
こ
れ
は
１
つ
前
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
だ
が
、
大
き
な
不
具
合
が
な
い
の
で

お
す
す
め
だ
。
そ
れ
以
外
の
フ
ォ
ン
ト

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
場
合
は
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
解
凍
し
、
ダ
ブ
ル
ク
リ

ッ
ク
で
フ
ォ
ン
ト
ビ
ュ
ー
ワ
を
表
示
す

る
。
す
る
と
［
フ
ォ
ン
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
］
と
い
う
項
目
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

大
量
に
追
加
さ
れ
た

壁
紙
か
ら
１
枚
を
選
ぶ

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
基
本

壁
紙
を
変
更
す
る

¡細かい調整も可能だ
が、フォントは自動的
に最適なものが選択さ
れている。

表示フォントの変更

¡ダウンロードして展開
したファイルをダブルク
リックするとフォントビ
ューワが起動する。

フォントの追加

¡高精細な写真を中
心にさまざまな壁紙
が9.10で追加された。

豊富に追加された壁紙

イ
ン
テ
ル
の
ほ
と
ん
ど
の
オ
ン
ボ
ー

ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
の

オ
ン
ボ
ー
ド
／

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
カ
ー
ド
に

プ
ロ
プ
ラ
イ
エ
タ
リ
な
ド
ラ
イ
バ

(nvidia-glx)

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
場

合
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
（
Ａ
Ｔ
Ｉ
）
の
多
く
の
オ

ン
ボ
ー
ド
／

ビ
デ
オ
カ
ー
ド
を
搭
載
し
て

い
る
場
合
、
つ
ま
り
Ｖ
Ｉ
Ａ
や
Ｓ
ｉ
Ｓ

の
チ
ッ
プ
セ
ッ
ト
搭
載
Ｐ
Ｃ
以
外
で
か

つ
極
端
に
古
く
な
い
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
い

る
多
く
の
ケ
ー
ス
で
、
３
Ｄ
デ
ス
ク
ト

ッ
プ
が
使
用
で
き
る
。
使
用
で
き
る
場

合
は
デ
フ
ォ
ル
ト
で
オ
ン
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
が
、
オ
ン
／

オ
フ
の
設
定

は
［
シ
ス
テ
ム
］-

［
設
定
］-

［
外
観

の
設
定
］
の
［
視
覚
効
果
］
か
ら
行
う
。

オ
フ
に
す
る
場
合
は
［
効
果
な
し
］、
通

常
は
［
通
常
効
果
］、
視
覚
効
果
を
よ

３
Ｄ
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

を
使
っ
て
み
る

ウ
ィ
ン
ド
ウ
操
作
に

派
手
な
効
果
を
加
え
る

¡simple-ccsmをインス
トールして［視覚変化］
に［設定変更］の選択肢
が追加された。

視覚効果を追加

¡ウィンドウを開く、閉じるときに
アニメーションを追加するなどの特
殊効果を設定できる。

simple-ccsm




